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初
出
場
に
歓
喜
の
渦

。上

州

野

球

″見

せ

る

ん

だ
ｙ

と
で
詣
鯛
甲
子
図
ｏ
ｙ
ｙ
’
。
’
‘
‐
‐
『
。
。
胞
烈
～
。
尚
志
欠
伍
沿
球
～
門
這
‐
奸
問
社
、
ロ
客
列
男
り
校
７
驚
賊
Ｋ
ｔ
の
・
り
露
浸
透
。
・
荻
Ｉ
見
十
一
目
ご
必
穴
回
Ｊ
ロ
ン
て

開
か
れ
、
良
酒
崩
４
　
石
紙
、
局
汽
Ｉ
回
七
に
す
…
…
れ
‘
―
い
こ
と
戻
良
坦
ぺ
０
代
世
に
謝
ん
に
。
高
崎
続
の
セ
ン
バ
ツ
出
羽
は
川
胞
。
旱
八
Ｉ
の
刮
郡
以
来
初
の
叫
讐
本
【
封
印
セ
ン

バ
ツ
出
押
Ｉ
。
Ｉ
舶
め
・
祠
～
禍
前
哨
。
高
二
郎
脳
の
前
橋
ｒ
。
昨
年
の
賤
人
池
に
耗
い
で
四
年
迎
祠
と
な
り
、
「
町
球
王
ぶ
’
酢
馬
」
の
・
い
を
不
町
の
も
の
に
し
勺
昨
暁
の
関
火
力
ら
紬

侠
筋
図
案
ぷ
ヽ
。
番
町
戸
を
・
Ｉ
？
。
が
几
て
ぃ
た
眉
Ｉ
た
じ
め
、
Ｉ
沢
ｏ
代
父
母
ら
心
［
ゼ
ン
バ
ツ
沢
と
に
人
歓
図
会
Ｊ
け
に
ぷ
、
販
啓
唱
昨
暁
醤
ら
１
　
叩
海
‐
μ
ん
田
廻
に

わ
い
Ｉ
～
殿
－
］
、
阿
一
二
１
　
じ
ロ
ひ
ら
・
、
石
竹
苑
了
印
野
球
裁
」
と
聊
1
1
7
　
は
力
強
い
決
窓
ぺ
り
く
も
・
割
Ｉ
撚
や
し
で
い
る
。

午

後

叫

時

こ

責

Ｉ

「

高

崎

高

甘

の

セ
ン

バ
ツ

ー

昴

が

訊

だ

い

た
し

ま

し

だ

に
Ｉ

心

、

腎

球

部

関

係

者

、

四

ヤ

人

で

あ

ふ

れ

ん

ば
か

り
の

校

心

令

に

、

大

阪

の

両

為

姜

鴎

会

か

ら

心

ち

に

待

っ

た

一

報

が
入

。
心

元

ず

で

電

后

１
　と

り

た

中

回
誠

一

仕

喪

は

、

受

話

翠

に

同

｜

か

っ
て

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ
い

ま

し

た
し
ご
迎
発
し
『
、
深
々
と
頭
を
下
げ

た

。モ
ー
『
り
時
間
穴
ン
ザ
ー
w
j
g
r
l
　
　

ル

と
人

歌

声
？

函

の

咬

技
Ｅ

Ｇ

効

き

Ｉ

こ

と

吋
寸

り

て
い

に

中

庭

に

嶼

ま

一
ｒ
。
駝
百
人
の
唾
砂
に
も
飛
び
か
伝
わ

帽

子

を
Ｉ

に

砂
げ

合
ｙ
 

ｊ

７Ｗ

４

４

１

１

ｊｌ
ナ

イ
ン

つ
た

。
「

や

っ

だ
ぞ

」
「

甲

Ｆ

園

に

行

け
る

ん

だ
」

―

鴎

び

あ
が

っ
で

潤一
Ｉ

々
す
る
ぎ
、
ａ
４
４
 
Ｒ
ｕ
。
『
で
専
ぷ

き

。

ど

の

傾

に

も

笑

み

が
こ

ほ

れ
た

。

こ

の

あ
ど

、
巾
寂

校

艮
が

ナ

イ
ン

Ｏ

一
待
つ
グ
ラ
ウ
ン
ド
「
り
≒
’
ト
の
前
に

一

環

列

し

た

ナ

イ
ン
の

緊

学
ｒ

ほ

く
す

よ

う
・
に
「
消
火
Ｏ
副
将
ｙ
浹
ま
り
Ｉ
し

た

」
ｊ

ぢ

レ

か
こ

掻

伊

を

思

い

出

し

で

ぃ

た
の

ぺ

取

手

の

人

が

目

を

つ

ぶ

り
い

ト

堡

回
２

ｙ
　

Ｐ

　
ン
の

だ

れ

も

が

祐
ち

宕

ん

だ

こ

○

｝
屏

、

グ
ラ

ウ

ン

ト

ぞ
吹

丿

圀

む

学

生

服

姿

の

乍

徒

も

胃
さ

を

刄

ね

て

大

き

な

皿

手

を

送

っ

た

。ホ
ゝ
卜
舶
で
の
畝
宿
・
の
胴
～
げ
甲

沢
院
政
の
体
、
か
幽
に
碑
う
。
一
睨
、

二

愕

甲

子

咽
当
　４

の

栄

沁

を

つ

か

ん

だ

ナ

イ
ン

９

づ

祐

手

が

、

校

Ｍ

を

輝

々

ぷ

部
ｙ
 
ｉ
Ｅ
ｇ
　
Ｓ
ｊ
Ｓ
…
…
。
’
ｙ
レ
く

～
『
亭
う
に
・
「
も
う
ぃ
ぃ
さ
と
い
う
坂

１
１
９
９
　
【
ぺ
習
ぎ
の
・
耳

尚
Ｉ
よ

蝿
回
一

虹
柿
函
く
な
り
か
け
た
窄
返
ｈ
け
一
一

Ｕ
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な
が
ら
全
畑
に
「
あ
り
が
と
Ｉ
う
ｙ
・
い
い

た

い

。

心

校

に

比

べ
れ

ば

皿

㈲

い

１

る

こ
の
・
翠
印
が
や
コ
ん
て
下
回
Ｉ
回

人
も
の
光
喩
だ
ち
か
挑
ん
ミ
・
き
な

か

Ｉ

す

」祝

賀

会

が
柚

ま

っ
た

の

は
、

愚

か

ら

～

ヤ

力
後

、

中

郷
の

池

の

周

り

に
皿

ま

り
だ

父

母

や

Ｏ

～

生

ぞ
の

人

柚
９

に
迎
え
ら
れ
て
片
’
イ
ン
バ
胞
肪
前
に
入

っ

で

き

に
。

弓

い

に

ゃ

っ

た

圧

、

珊
り
過
ざ
る
す
イ
ン
り
囲
か
四
目
僚
が
だ

た

く

。

田

佃

部

肝

笈

岫

を

的

に

っ
都

路
七

１
　
六
年
ロ
に
し
ぺ
Ｆ
Ｊ
　
ｉ
の
上
を
囁
・

む

こ

と

が
７
　さ

た

、

チ
ー

ム
ワ

ー

ク
だ

】

け
・
が
と
り
ぇ
の
チ
ー
ム
だ
が
、
晴
れ

竺

甲
Ｆ
喘
で
は
ベ
ス
こ
冷
く
し
で
が
ん
】

ば
り
ま
す
。
含
緊
も
ご
・
し
へ
俘
宍
お
嘸
　
　

い
咳
レ
』
Ｉ
」
と
お
礼
の
。
浸
亡
巡
二

ｔ
Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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・
Ｉ
り
？
？

一 一 一 一

10卜（８年了桐重中・････回吸
13皿（11 坦丿 桐生中 ・決劈

16問ｑ4年I）桐｛ごｐａ･⌒一回戦

17回り5平｝桐生中，……1FI.喊

18回（16乍〉桓仁中・-一一回戦

l田川Ｃ汐年I）桐こ中・弗泌戦

20皿ぐ23年）桐竃.工，-･--団噂又

22回（25 乍 ）桐 生高・準々決笏

μ回（77乍丿搦生工・準.々決勝

27向t圓1年丿柵皿高・決丿瀞

28 回（31 年 ）4紺生高 ・準々決誓
冊 回（39 年）桐生厩 ・一回軟

37呵（I卯年）農大二・咄々決持
訪回（41E）･前哨TT:‥･ヴ;駄

39回（42 年 ）桐 毘両・ツ 回峨

5｛冷刀（認年7 桐 玉高 ・零決戦

部御高 ・こ 陥外t

励回（Ｓ刄豹印I檎工・.Ｔ.圃戦

52回ぐ55年ﾝ目:人こ）一一･･回戦

53り.ド.防縮T?=隔崎･高

統

い

て

、

り
沢

校

友

が

『
Ｉ

の

気

待

ち

を
Ｉ

端

に

Ｅ
ｇ

Ｊ
と

は

七
Ｉ

な

い

ほ

と

Ｄ

れ

し

い

。

感

無

剱

で

す

。

今

回

Ｏ

Ｉ
助
は
リ
ノ
‘
‐
ン
の
汀
と
涙
、
そ
し
て
、

Ｏ
・
Ｂ
か
兼
い
じ
よ
た
陛
史
と
伝
統
の
上

に

’≒

で

獲

博

で

遡
だ

意

皿

の

あ

る

も

９
」
と
涙
を
厚
か
べ
た
Ｉ
こ
の
脱
と

賦
一

琲

㈲

窓

冊

長

、

小

山

縮

Ｊ
後

援

余

ｙ
 
i
1
1
3

ｑ
f
F
i
g
　
余

砲

崎
巾

教

育

限

尽

旅

励

の

あ

い

ざ

？

心

郎

だ

っ
た

鼎

か
爾

Ｉ

企

剛

が

か

な

え

て

く

れ

だ
。

甲
一
才
厖

に
は

余

力

を
融

く

し

、

高

高
晴
朗
‐
を
萍
佩
し
て
歓
し
い
」
と
い
う

ど
子

イ

ン
は

穴

さ

く

う
な

ず

い

で

い

守

り

き

た

え

た

い

鮫

野

邦

彦

監
Ｓ

の

話

ウ
チ

の

刀

は

Ｍ

４
　

～

ｉ

ｆ

縫 幽

にに愕寝汗
９

゛;
姦唱1 品 品J

高

崎

高

と

曜

池
知
の
皿
公
は
容
ぎ
．
恥
．
ぶ
で
ン
バ
ッ
に

す
っ
か
り
ご
け
ご
ん
２
　
Ｉ
・
・
．

．
ぷ
県
か
ら
・
司
め
て
ゼ
ン
バ
ッ
に
画
引

し

た

り

は

朋

和

八

年

庫

ナ

回

宍

忿

り
桐
～
山
‐
．
啼
れ
の
僻
自
．
７
同
］
・
は
労

し

く

も

一

向

峨

万

敗

れ

た

か

に

≒

年

に
山
拘
し
か
．
時
は
脱
６
　
に
～
謡
マ
池

『

ａ

州

野

崎
７

の

‐

ぶ

励

に

静

か
せ
べ
．

ま

だ

ま

だ

弱

い

ズ

パ

ッ

ノ
リ

ー

中

小

に
、
７
り
を
さ
だ
。
汲
べ
一
八
と
か
哨
持
に

う
え
た
い
。
廠
は
そ
う
取
れ
ぺ
・
い
だ
ろ

う

か

ら

バ

ン

ト

や
泥

流

ミ

少

な

い

予

ｙ
ン
ス
タ
耶
方
Ｌ
で
哉
征
句
き
Ｉ
ご
る
よ

ｙ
‘
な
・
彫
洲
か
自
榔
。

何

と

か

一

勝

し

た

い

佐

藤

誠

司

主

将
の

Ｓ
 

Ｅ
Ｅ
　

Ｅ

２

行

く
ま
『
て
に
副
か
い
プ
レ
ー
と
沓
に
つ
け

て

、

ご
健

闘

を

祈

る

知

事

が

激

励

の

破

話

Ｉ

次

の

七
ン

バ
ツ

決

Ｉ

で

、

消

火

利

げ
、
好
投
．
５
　
木
暮
な
中
心
と
し
た
桐

生
も
ベ
ス
ト
４
・
「
愚
で
進
出
、
甲
子
園
に

了

川

胞

摂

餓

笑

ね

」
し
ぺ

さ
ら
に
五
十
四
ぷ
の
如
嶋
！
．
は
ソ
ツ

の
な
い
攻
め
・
、
五
～
万
年
の
燕
『
八
は

戸
Ｔ
済
水
の
・
人
ぷ
バ
享
リ
ー
７
７
１

』
を
囃
め
ぺ
．
今
り
幻
出
絢
０
絹
硲

が

ど

ん
な

戦
い

を

見

せ

る

勺

白

図

Ｏ

心

校

野
球

フ

ご

／
は

輿

い

視

涙

庖

Ｉ

で

ぃ

る

．

事

は

、

誇

昌

を
恥

表

し

ぺ

高

崎
高

校

野

球

部

の

皆
岑

べ

甲

戸

良

吏

物
お

め
で

と

ぅ

こ

。
回

の

決

定

は

昨

年
Ｏ
　Ｅ

Ｒ

Ｃ

ｙ

ｌ
　Ｃ

し
い

き

寵

か

ら

几

分

通

り

弱

湖

い

な
い

も
の

と

確

俯

し
て
お
口
・
ま
し
た
か
最
終
の
決
・
だ
が
出

で

安

ど
の

乱

持

ち
Ｊ

い

っ
ば

い

で

Ｉ

。

こ

の

栄
誉

あ

る
申

子

㈲

出

物

は
町

衣

心

の

日

ご
ろ

の

汗
と

限
の

納

凧

の

か

次

も

の

び

あ
り

心

か
ら

敢

恒

を

禦

す

る

と

と

も

に

洵

番

の

思

い

出

０

囃

聘

ら
し

い

一

ペ

ー

ジ

を

酸

る

こ

と

と

球

い

友

可

耳

八

十

五
万

県

民

と

と

も

に

ご

健

闘

を

お

圃

り

い

た

し

ま

す

。

（昭和56 年）2 月1日 毎日新聞より年１98１▲

▲初出場の甲子園で堂々と入場行進する選手たち

･･S選抜出場を祝い生徒全員で「高高」の人文字

２

町
は

高
高

ぶ

陶

高

験

セ
ン

バ
ツ

幻

出

暢
Ｊ

Ｏ

・
こ
Ｉ
ス
が
施
れ
る
と
。
地
元
高
崎
巾

内

は

軟

碍

に

あ

ふ
れ

。
高

商

一

色
″

に

わ

い

た

。

１

１

４

９

４

Ｗ

ｌ

ｙ
 

３

４

１

Ｗ

Ｓ

頷

に

良

き

八
μ

、

略

几

〇

司

の

「
祝

・

印

字

図

出
場

、

か

ん

ば

れ

高

崎

高

校

、

応

康

団

募
集

中

」
の

涙

杖

を

張

り
出

し

９
　
々
と
一
百
午
前
十
時
か
‘
り
高
崎
船
旅

Ｊ
色

に

行

セ

ン

タ

ー

で
三

〇

ら

図

引

ご

～

入

の

応

援

団

を

肩

聚

ふ

。

一
双
高
島
旭
デ
パ
ー
ト
』
ひ
映
北

新

里

㈲

入

り
ロ

ヒ

に

長

さ

十

五

汽

艇

７

八
μ

の
「

祝

・

甲

子

園

副

ぺ

高

崎

高
９

」

と

犬

’
″

し

な

だ

れ

薦
１
　
出

し

、

こ

れ

を
ほ
で

「

や

り

ぽ

り

決

雫

り

ま
し
た
Ｉ
Ｉ
よ
か
っ
た
こ
冷
民
は
Ｉ
・
‥

獅

７

．

旧
気
碓
ぺ
｛
・
叫
づ
し
は
「
り
Ｉ
Ｉ
い
で
甲

．
ｊ
旧
へ
行
く
ん
だ
か
ら
蝸
蹟
も
耳
・
輩
も

呼

へ

な

ぞ

９

　
う

。

煕

念

無

想

で

出

端

し
て
や
り
い
た
い
。
妬
び
弧
け
な
（
い
と

い
う
燧
念
）
戦
っ
じ
」
と
町
μ
八
。
。

高
吟
　
１
咬
を
一
十
｛
吊
に
砿
率
し
た

高

崎

市

八

千

代

町

子

‐

、

潜

発

阪

光

司

『

蜂

村

聖

冶

さ

４
　

ご

ぽ

「

関

画

人

会

９

準

決

勝

○

衣

Ｉ

沢

午

前
四

時

に

　
起

き
で

見

に

行

っ

た

ぺ

そ

の
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高崎高等学校同窓会長(５７期)

9J佐藤　jfl旧
歴 史と伝 統を誇る本 校の同 窓 会長 に

就任して、早くも半 年 が 過ぎようとしてい

ます。

前 任の原先 輩から同 窓生 にとっで 伝

統とは行先を照らす電灯 である ” 決して

本学 の伝 統 行事を軽 んずることなき様 に

と、オヤジギャグ混じりに申し送りを受けま

した。

東 日本大 震 災にもめげ ず、礼 儀正しさ

と積極進取のバランスのとれている本学 の

曝|

’● 麟 ご

高崎高等学校校長

羽 鳥　 進 -

今年度より高高 校長として着任し

数 ヶ月を過ごす中で、同 窓の方 々の

母 校に寄せる熱い思いをひしひしと

感じてお ります。そ れは 他校とは比

べものにならない強さであり、まさに

身の引 き締 まる思いであ ります。微

力ながら、本校の益 々の発展 のため

に 誠心誠意努力して参る所存です。

さて、生 徒たちへの着任の挨拶で

ご 挨 拶

生 徒をみるにつけ、普段 、寡 黙な教頭 先

生 がポッリと言った、“ やりたい 事を控え

めに やりたくない事をキチンとやる ”教

育 の意 味 が 少し理 解できた。自分 が 頑

張るより他 人 様を努 力させることの 方 が

難しい 時 代 に校 長 先 生 以 下よく対 応し

ているものだと感じた。

セルリアンブ ルー校 歌 の作 詞をされた

草 野心 平 氏 が 本校にはバラの香りの 他

にGHQ により解体させられた旧 制 高

校の残り谷 があると、その講演で述 べら

れたことが憶い出される。

現 在、高 校再 編 に関する検討 案とし

て、 一 而 的 な 「男 女 共 同 参 画 社 会 の

理 念」 によって県立 高 校 の共 学 化を進

める動きがある。

高 崎 市 内 別学 出 身の婦 女 子 の中に

高い 見 識と広 い 視 野を持 ち、他 分 野 に

わたって、その集中力を発揮される方 が

数多くいる。教 育費・教育 内容 、その他

の重 大な偏重があれば礼すべきである。

なでしこジャパンの活 躍にみるだけで

なぐ 日本の男社 会 ”が 崩壊しつつある

現 在の心 情として、高浜虚子 の句を

借 り「春 風や　 闘志を抱 きて　 丘 に

立つ」と述べ ました。そ の翌 日に新

聞部の取 材があ り、新校長として高

高生へ の思いを正岡子規の俳句で示

してください との要望を受け ました。

生徒の突っ込みのうまさに恐れ入る

とともに、反応の良さを大変うれし

く思い ました。

因みに、即答できずに一 目の猶予

をもらいましたが
の は

Ｘ

Ｓ

ぶ
田

ｎ

若ト

占の二千にな

りて十ノ川ﾅ り」を選びました。生 き

生 きとした若者がはつらつと切 磋琢

磨する様子が思い 起こ され、「二手」

は高高と前高になぞらえることもで

きるとの思いでした。

ところで、［ 目的］と「目標」 は よ

高高同窓会報

のかと、先日訪 れた江 田 島 、旧 海 軍兵

学 校 資 料 館で考えさせられた。

私 個 人は男女 共学 校からの転校 生で

高 々が 別 学 でよかったと実 感している。

又、婢 天下 の上州 では別学 の方が良い

のではないかとロジックにならない 屁 理屈

で人材 育成 へ の影響を強調している。

もとより、 異論 は覚 悟しているが 、応

援 歌“ 翠 柳 ”は男同士 で 歌いたい。 イ

ンター ハイで 、いや 、もう一 度甲子 園で

翠 轡を歌いたい。

これまでも本校 から多くの研 究 者を輩

出している。 スーパーサ イエンス、ヒュー

マンサ イエ ンス　 スクールに指 定された

実 績もあり、本 学 出 身の ノーベ ル賞 受

賞 者をお 迎えして、一 緒に “ 翠 啓ド を

合 唱してお祝いしてあげたい 。

ほんの一時 でも“ 日本 の復興 再生 ”

エ ネルギ ー問 題 、外 交 軍 事 の継 続 性 、

TPP など、経 済 問 題 、社 会 保 障と課

税 の問 題などを忘 れて先 輩 後 輩 以 外の

上 下 関 係 のない時 間 が 過ごせ ればと夢

想している。

混く 同 されが ちで すが、高 校野球を

例 にとる才こ)か りやすい。つ まり、甲

子 園出場 は日標であ り、目的 は人格

の陶冶といえます。これにならって

私の学校経営の基本を表現すると、

目標としては東大合格者数を象徴と

する 進路 実 績を上げ る
ｊ

し とであ り

目的は 身に付け た知識を活用で きる

ヒ

巳

ム
目 力を育て、将来社会の中心になっ

て活躍する人材の育成することだと

考えてい ます。今後も文武両道を実

践し、翠柳祭や定期戦を大切にし、

賢さとたくましさを兼ね備えた生徒

を育てていきたいと思います。

同窓生の皆様には、先代藤倉校長

に変わらぬお力添えを賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。

３



高高同窓会報

今昔首相番記者物語

新聞記者を始めて、４０年以上が過ぎた。思

い返せばあっという間たった。原点に戻ろうな

んてかっこいいことをいうっ もりはないが、今

も再び３７年前と同じ首相番記者をやってい

る。０９年の政権交代を契機に半ば現場復帰

を志願した。以来、鳩山由紀夫、菅直人、野

田佳彦と民主党の歴代首相を身近に観察して

きた。若手記者が励んでいる本来の総理番は、

相首 が一日の政治活動 を始める時から、総理

官邸を離れる夜 まで観察す るこ とが[| 課は変

わらない。

還暦をとうに過ぎた私には、 酷過 すぎるの

で、夕刻の番記者による「ぶら下がり会見」

でのチェックに済ますことにした。長年の経

験から言葉のやり取りだけでなく、表情や千

ぶりからトップの度量、資質を見抜き、目指

すべき政治の方向性や可能性をいち早く探知

するのが任務と心得ている。そして、土曜日

の朝刊５面にその週の観察記録、「松田喬和の

未

Ｔ

首 目番 日
－

Ｊ
誌

と題して連載している。

最初に私か政治部に配属されたのは、入社

６年目の1974 年春だった。福島支局で４

年、社会部で東京・下町をカバーする７方面

サツ記者１年を経て、政治部に転属になった。

最初の仕事は首相番だ。大阪など他の本社

４

から異動になった３０歳過 ぎた中堅記者でも。

まずや らされるのが首相番だ。事件記者がメ

モし、頭にたたき込むのは、何時、何処で、誰が、

何を、そしてなぜ の４ＷＩＨだ。い ず れも名

詞を取り間違わない ことが肝心だ。ところが、

番記者のメモで求められるのは、ニュ アンス

だ 。
ド

語尾はどうだったのか。断定したのか、

それとも余韻を残したのか、正確にメモしろ」

と 、 小言を言 われたことを今も覚えている。

長年取材対象者と接しているベテラン記者が、

語尾から政治家の心理を推察するためだ。

最初の首相番の灯象は田中角栄首相たった。

「角さん」の愛称で親しまれたが、首相退陣後

はロッキード事件で逮捕された。一審では有

罪判決を受け、上告中に波乱万丈の人生は幕

を閉じた。「金権政治家」などと批判されるが、

田 中 は高等小 学 校の 学歴し か ない 初 の首相

だっ た。戦後の歴代首相 は、東京大学法学部

卒業者が大半たっ た。それまでの例外 は３人

だけ。戦後すぐの４３代の康久龍成彦首相は

宮家で陸大出。５５代の石橋湛山首相は僧侶

であり、戦前からのリベ ラルなジャーナリス

トで早大卒。それに大蔵事務 次官 を務めた第

５８～６０代の池田勇人首相は京大卒。「角さ

－
一

ん の ラ イ バ ル 我 々の先輩、
圭

冨田赳夫、中



曽根康弘両首相も東大法卒で官僚ＯＢだ。

田中は地元、新潟の高等小学校を卒業後、

上京。高崎に本社のあった井上工業などで働

きながら通った私立の工業専門学 校が、 終最

学歴だった。就任直後、早 々に日中正常化を

成し遂げ、出足 は好調だった。ところが、持

論の「［］本列島改造」論が、インフレをあお り

物価は高騰。　トイレットペーパーの買い占め

騒動が各地で発生。７４年の参院選で自民党
ぼ

八

千

｀

４ 蝸ﾋ しか。党内からは「金権批判」
q
Ｘ
９

Ｅ
力

㈲| ○

Ｉ

Ｉ

その上、「月刊文蔡春秋」で金脈問題と女性問

題を追及され、あえなく在位２年余で退陣し

た 。
Ｗ`

にー の激動期 の最高権力者を間近で観察で

きたのは、政治部記者の醍醐味でもあった。

普段の「田中番」は、首相官邸の玄関口で

人の出入りをチェ ックするのが仕事だった。

来訪者に「何の目的で総理と且総理は何と言っ

ていましたか」などと質問し、メモするのが

主な仕事だった。当時はＩＣレコーダーもな

く

ひたすら暗記力 を高める よう努めた。政

局が一大事の政変時になれば、通 言`社 に 委 ね

ていた官邸退出後のプ ラ イベ ートな会合まで

各社でカバーしなくてはならない。「目白御殿」

と呼ばれた田中邸内の番小屋に、休日などは

早朝から深夜まで詰めていた。

政権最大の危機を田中は内閣改造で乗

ろうとしたが さすがの田中も７４年１

り
切

１ 月

つい に辞意を表明した。そのロの朝、田中 は

いつ もの ように
ｊ 巳
目 広に下駄ばき姿で、母屋 か

ら陳情客の待つ邸内の事務所に現れた。
ド

今 口

は珍しく仏壇に参ったし、母にも電話した」と、

語り始めた。番記者だった私は、「お母さんは

何と言ってい ましたか」 と、新 潟県西山町の

語り始めた。番記者だった私は、「お母さんは

何と言ってい ましたか」と、新潟県西山町の

実家で健在たった母、フメさんとの会話内容

を尋ねた。「ご苦労さんと言ってし －
Ｊ

だ と、答

えると一呼吸おいて「母はやっぱり母だな

と。天を仰いだ瞳はうるんでいた。

高高同窓会報

レンガ造りの旧官邸の取材は、戦後Ｕ･よら

くは玄 関口 に限 られていた。しかし、鳩山由

紀夫元首相の祖 父、
！九

ら山一 郎首相が就任した

５４年末ぐらいから玄関正面の階段を上り、

左手にある閣議応接室や総理執務室前まで開

放された。前任者の吉田茂首相の「貴族趣味」

との対比で「公開性」「庶民性」を鳩山は強調

しようとした狙いがあったようだ。田中の後

の三木武夫首相も担当した首相番記者に昼、

官邸内の食堂が用達したカレーを振る舞った
j

し ともあった。福田は自らの意図が正確に報

道されてい ない と、「番ちゃ ん集まっ て」 と

会議室に番記者を集め、しばしば自らの考え

を改 めて説明 した。政 治家 は言葉 を駆使 し

他人を説得し、時 に妥協 を図る職業 だ。失言

を恐れ

すると

ぶら下が りを嫌う最近の首相と比較

器量力゙違うとしか思えない。

総ガラス張りの現首相官邸での執務が始

まったのは小泉純一郎首相当時から。総理番

の取材方法も大きく変貌した。総理執務室も

前までは追っかけが可能だった旧官邸当時に
ｉ上

ﾋ 較して

－
一

く な っ た 。

首相の取材可能ゾーンは極端に狭

原則、玄関からエレベーター前ま

での問に限られている。時に隣の首相公邸( 旧

官邸）から官邸までの問も可
ム
月 E2だった時期 も

あったが、い ずれ も取材 は距離 を置いた一文

を人声で呼びかる「声掛け」しかできない。

返答があればオンレＪ－ドだが、無言なら再

質問は無駄だ。

現官邸は傾斜地に立っている。こ のため玄

関は３階で、総理執務室ある５階は出入り 埜 ご
ｍ

止。執務室付 近での総理 らの動向 をチェッ ク

出来る唯一の手段 は、５階の外廊下 にセット

されてあるモニ ターテレビだけ。しかし、映

し出されない内廊下を使い、官房長官などは

首相執務室 に足 を運 んでし まう。このため、

５
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外廊下を使う外部の人間の出入りしか確認で

き ない 。
j

し うした取材エリアの大幅
占
月

な 峨 は

機密保持とテロ対策のためといわれている。

首相への頻繁な接触を封じた代替措置が、昼

と夕との「ぶら下がり会見」だった。しかし、

新聞社や通信社が幹事役の昼のぶら下力
↓
よ

Ｃり々
Ｉ

始めた小泉白身が早々に止めてしまった。

が局ビレ

－ア

幹事役の夕方に唯一残っ たが、それ

も東日本大震災の発生以来中止されている。

「テレビ政治」「パフォーマ ンス政治」

意とした小泉は「ぶら下力 Ｊりｉ

を得

をフル活用し、

高い支持率を維持し、最後 まで求心力 を失わ

なかった。ところが、以後のトップは、｢テレ

ビ政治」は不得意 と思いこ んでいる。麻生太

郎首相を反面教師Cこ登場した鳩山は、｢ぶら下

が 川 では①記者団からの質問は途中で遮ら

ない②テレビに後ろ姿が映らないようにする

ーなどの原則を立て、ていねいに応対した。

と こ ろ が 、
１
７中縄・普天間基地の移転問題での

不用意な発言などで、一年足らずで退陣に至っ

た。

それがトラウマになったのか、菅 などは幹

事社 からの用意 された質問が終 わる と、秘書

官が｢ 次の日程が詰 まっていますので｣ と叫ぶ。

すると、即座に腫を返してし まう。｢ぶら下が

－
コ

り

は、せっかくのトップが国民に直に訴え

られるチャンスなはずなのに、テレビカメラ

二目をやらず用意してきた「答弁用紙」にば

がり目を落 とすことも少なくなかった。 テ レ

ビの視聴者には自信のない総理像が出来てし

まう のだ 。 菅政権短命の一大要因とい える。

自民党長期政権を可能にした要因の一つと

して指摘されるのが、「振り子の原理」

型は、安保改定を強行した岸信介首相C

だ。典

こ代わっ

て「寛容と忍耐」「所得倍増計画」を掲げた池

田勇人首相の登場であ り、「金権」の田中から

リクΓ
卜

-

－

。一

ン

な三 木へのバト ンタッチだろう。

これ程、鮮やかで はない が菅に代 わる野田の

登場にも「振り子の原理」が働いている。

最近の内閣支持率は党派を問わず就任時が

ピークで、その後は減少傾向を辿っている。

衆 院選への小 選挙区の導入、参 院選での二 人

区の増加で、候補者 選び以上 に二大政党間の

争いが激化し てい る。党営選挙力

では、党首の人気は党勢に直接

不人気 になると、求j

す る 。 こ の と ｀”

し

影

i普及した中

響 を与える。

にヽ力を失い、やがて退陣

ろ １年前後の短期 政権の足跡

はいずれ も酷似している。野田政権の行方が

注目される。 (敬称略)

・ ● ● ・ ● ● ● ｅ ● ｅ ● ● ・ ● ● ・ ・ ・ ・ ● 中 ● ・ ● 参 療 ・ ・ 母 命 噺 希 命 参 曲 魯 ・ 母 侮 帝 喩 ｅ ｓ 命 ・ 命 卿 参 母 参 秦 喩 脅 卿 参 命 φ 母 φ 弟 脅 弟 参 命 奉 脅 嚇 囁 參 命 参 ・ 參 ・ 會 參 僣 母 参 母 ９ 母 ・ ・ ・ 番 命 櫛 巻 ● 泰 命 奉 ・ 参 ・ 参 ・ ・ 母 毎 等

松 田喬和略歴

1９６５年 ∠L月　 早大一文社会学専修に入学

１９Ｇ９年 ３月　早大卒

４月　 毎日新聞入社、東京本社福島支局に配属

１９フ３年 ４月　東京本社社会部に配属

１９フ４年 ４月　 政治部に転属、田中首相番に

1991 年 ２月　 政治部デスク

1995 年 フ月　 横浜支局長

１９９８年 ４月　広告局企画開発本部長

１９９９年IO 月　論説委員

２００４年 ４月　 論説室専門編集委員

２００９年 ９月 「松田喬和の首相番日誌」連載開始

著書

中曽根内閣史(９５年　 共著　中央公論社)

現代日本政党史録(０４年　共著　第一法規)

テレビ

Ｂｓ１１｢インサイドアウト｣コメンテーター

(月､木曜日　午後10 時から)

ＴＢｓｒひるおび｣政治コメンテーター

(月～金曜日　 午前11 時から)

● ・ ・ ・ ● ・ ・ ・ 命 春 ● 拳 拳 ● ・ ・ ● 母 ｅ 巻 ・ 参 ● ・ ・ ・ 母 奉 參 ・ 番 ・ 母 噺 母 命 捗 奇 瘤 参 泰 喩 母 參 脅 帝 命 參 僣 命 命 癖 齢 ・ 乖 瘤 ・ 參 囃 毎 疹 喩 参 命 奉 喩 泰 拳 参 拳 ・ ｅ 母 春 ・ ● 參 ● 峰 ・ ・ ｓ ● ・ ● ・ ６ ・ 昏 ・ ・ 命 ・ ・ ・ 働 會 春 疹 兪 ・ 帝

６



東日本大震災が起きた年の

終戦記念日に思う

深尾　秀夫
関東食品株式会社　社長　４２期生

私達男兄弟７人全員高高卒、父 を入れると

８人。次男 の私は４２回生。入校は今の高崎

一 中の上和田町、一年生の時皆 と机 を担いで

当時の乗附の新 校舎へ引越し、|口制中学五年

卒業と同時に陸軍航空士官学校へ入学。空襲

くし激が なり内地での訓練 が出来なく なり

生まれて初めて満州へ。天長節の前 口に飛 行

場に到着。爆撃機の操縦訓練を開始するも８

月９日ソ連軍越境、直に飛行場爆破、爆弾の

代わりに爆撃機に詰込まれ転進。安東で８月

１５日終戦を聞き（二人と乗れない戦闘機中

隊の同期生はシベリアへ抑留され、帰国でき

なかった人も多数）貨車で朝鮮半島縦断帰国

運良く８月の内に自宅 に復員、５ ヶ月も音 信

不通の倅が突然目の前に現れたので「お前足

があるのか」

ている。

そ

と云 った母の声が今 も耳に残っ

戦後２～３転職の 後あ る商事 会社 に入

｀ ｙ

し

り

で群馬県学校給 食会へ戦時中の 食料公団

放出の缶詰一千箱の納入に従事した事があり、

その会社倒産に併いその事を思い出し、次のその会社倒産に併いその事を思い出し、次の

時代を背負う学童の健康に一生を捧げようと

昭和２９年関東食品有限会社を設立。「アイデ

アを売ろ う」 を創業 の精神 として スター

何で も人より先に新 商
口
口口

○

卜

を売ろ うと心掛 け

運良く昭和３２年冷凍食品との出会いがあり、

以来学校給食と冷凍食品を車の両輪として邁

高高同窓会報

進。更に幸いに昭和４１年同級生の小山禧一

君のお陰でコンピューターに出会い、ボタン

を押すと売上高だけでなく、粗利高まで一緒

に出てくるというので即導入。売上目標も即

粗利目標に変更したお陰で以来一度も赤字に

なった事 なく 又冷凍 食品も
”`

し

とは思 わなかったのに工場給食

れ程迄伸びる

、更に少子高

齢化で病院給食と大きく発展出来た。

全国業界団体 も出来、その関係で中曽根総

理の面談に回席出来た時、仕事の話の後「私

は高高の後輩です」と云った途端、あの厳し

かった顔が途端に笑顔になり、先輩後輩の話

に花が咲いたのをまざまざと今 乱思､い出す。

（:二人の総理を輩出した全国唯一の高校は大き

な誇り）

企業は人なりを基本に５７年未だ元気で頑

張っては居りますが、我々４２回生も毎年同

窓会で元気な話題に花を咲かせ、２００字通

信「残目録」も厚みを増しましたが残念なが

ら８０才を以て同窓会も終わりとなってしま

いました。

東日本大震災の今年の全国高校野球県予選

準決勝四校の中三校高崎勢、我が校の甲子園

行きはならなかったが、学業だけでなくスポー

ツにも頑張ってくれている若者の更なる活躍

を心から期待を致します。

７



高高同窓会報

再びの青春　 一人学、還暦を迎えてー

古関　 武
高崎高校五十二期新高会

随想集｢七十五歳の想い｣編集委員会代表
後列左 より中島氏 、

前列左 より山田氏、

黛氏、加部 氏、 古関氏、

小峰氏、 深沢氏、 岸氏、

岡村氏

松岡氏

私達が高崎高校に入学したのは20 世紀の半ば

である1950 年(昭和25 年)の春であったが、高崎高

校にとっても一つの節目の年であったと思う。それは

私達が新しい学制六三三制による高校入試の最初

の年代であったからである。しかし私達は旧制高崎

中学校から通算して52 期生になるので当然のことそ

の期別を踏襲しているのであるが、新制高校生として

は第1 期ということになるのである。それで卒業10 年

を経た節目の年に設立した組織的同期会は新制高

校1期生にちなんで｢新高会｣と命名したのである。

それにしても私達が高々を受験しかときは定

員300 人のところ、競争倍率が1.1 倍にもならなかっ

たので、無試験に近い状態で入学することができたう

えに、名門校の伝統と熱意ある先生方の指導を受け

高高ラグビーの思い出

森山　昭
ム

ロ

こ

／
ｌ

アルフレッサ株式会社顧問　 ６２期

昭和３８年に高々を卒業して既に47 年の月日が

経った。ラグビー部での思い出は昨日のように覚え

ている。入学式の翌日中学の先輩二人に強引に入

部させられた。夏合宿が終わるまで一年生はただ

一人、全ての雑用（ボづレ磨き・スパイ列収理等）

を有り難く仰せっ かった。この経験はその後の人

生に何となく役に立った気がする。昭和３５年入学

した年、４０回ラグビー全国大会に出場すること

が出来た。相手は山口水産高校、楽勝と思われ

たが赤城嵐にも勝る六甲威の強風に悩まされ1 回

戦で敗退した。自分は６番バックロー（今のフラ

ンカー）として出場し唯一のトライを挙げた。相手

スクラムハーフのこぼれ球を殆どオフサイドに近い

トライであった。

て青春の開花期にあった私達にとっては、それからの

豊穣な人生の指針を学ぶことができて本当に幸運な

世代であったと思うのである。

高崎高校で学んだ20 世紀はすでに過ぎ去り、21世

紀を迎えて入学時から60 年、いわゆる還暦という言葉

に触発されて、人生の高揚感を体得した青春の日へ

の謝|景から、52期同期生の文集を残そうという発想が

生まれたのである。そして多くの賛同者の寄稿を受け

て昨年(2 叫O 年)の10 月に随想集ﾚ 七十五歳の想

い｣と題する記念誌を上梓することができたのである。

拙書は高々｢すいらん文庫｣に数冊寄贈してありま

すので、ぜひご一覧していただきたく、特に後輩諸君

には刺激剤として、今後の参考にしていただければ

大変に幸いなことだと思っているのである。

ｉｌ

帰りの夜行列車に乗る前に岡田先生が宝塚歌

劇に連れて行ってくれた。ど田舎の高校生が初

めて見る華やかな宝塚は正に別世界の趣であっ

た。“ 華麗なる千拍子 ”という歌劇で主演は寿

美花代。当時の宝塚のトップスターで今の高島

忠夫ファミリーの母親である。この時の宝塚観

劇は一回戦で負けてしまった全国大会以上に強

烈な印象として残っている。今高々はラグビー

を教科に入れていないそうだ。当時体育の授業

は１０月から３月まで毎回ラグビー、全生徒が

ラガーマンであった。そんな日が懐かしいが、

現役のラグビー部諸君には何とか花園への切符

を手に入れてほしいと切に願っている。

８



大きい宇宙から小さい宇宙へ

山村

今年の８月のお盆休み明けに、高高の同級で、

一緒に高崎市歯科医師会の役員をやっていた古田

潤一郎君から突然「第７２期の事務局をやってい

る山懸が、村山に高高の同窓会報に原稿を寄稿し

てもらいたいんだってさ」と電話をもらい「何で

俺が? 」と聞いたら「県の歯科医師会の会長をやっ

ているからなんだって! 」 と言 われ、その後山懸

君からも、又72 期の代表幹事の糸井君からも依

頼があり、恐れ多くもこの原稿を書くはめになりま

した。

そもそも私は、高高３年の春までは、天文学者

になるのが夢で、宇宙の起源であるとか太陽系の

誕生とかに興味があったのですが、３年の春に村

山歯科医院を継ぐはずの兄が、父と喧嘩をして神

りぶ
↑ 之

群馬県歯科医師会会長　７２期

高高同窓会報

奈川県に行ってしまって、父から「おまえが後を

継げ ロ と言われ以来私の運命が変わり、「口腔」

という小さな宇宙、歯科医師会という小さな世界

で生きる事になりました。高高の同期では高崎の

築瀬君、真下君、川崎君そして先程の吉田君、又

松井田の信洋君そして私と６人の歯科医師がおり

ます。そしてなぜか私かその同級生に支えられて

高崎市歯科医師会の会長を7 年勤めた後、この４

月から群馬県歯科医師会の会長を勤めさせて頂い

ております。今でも、宇宙の事には興味はありま

すし、未練もなくはないですが、それでも、現在

のこの「人間くさい」仕事も好きです。これから

も高高の同窓として、微力ですが貢献できればと

考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。

なぜ国が衰退していくのか

岡 田
J 仇

li＝il.

テレビ朝日報道局　８２期

朝の｢やじうまテレビ｣木曜日コメンテーター

５月、福島県有数の観光地。原発事故で観光

客が激減する中、意外にもペンション楓は満室だっ

た。しかし、夕食の食卓に笑い声はない。ビ丿ﾚ

を飲む人もいない。全員が福島第一原発周辺から

避難してきた人たちだった。原発から遠く離れたホ

テルやペンションなどが避難所の代わりに提供さ

れていた。足が悪い高齢女性、新婚夫婦、原発

作業員…。自営業の初老の男性は「もう地元に戻

れない。福島県外で仕事を探している」とこぼす。

人類史に残る悲惨な原発事故は人々の人生を壊し

た。ずさんな原発行政を進めた政府、利権をかさ

ばる政治家、モラルを失った東京電力、指弾しな

かったメディア。みなが思考停止した。国の衰退

を象徴する出来事…。

哺

癩

廓

皿

｛

恥

｢日本を経 済大国にしたのは我々団塊の世代。

国をだめにしたのも我々だ。死ぬまでに一矢報いた

い]。取材先の60 代経営者は言う。確かに国は沈

みかけている。後世から｢ あのとき何をしていました

か｣ と聞かれたとき、私たちはどう答えるか。

問題の解はせいぜい1 つか2 つ。正解をみな知っ

ているのに、しがらみと欲がねじ曲げる。群れずに

自分の頭で考える。嘘をつかない。この2 つだけで、

今の負の流れが変わる気がする。

｢朝食の時間ですより｣ 。ペンション楓を営む西沢

優が各部屋に声をかける。西沢は私の高高の同級

生。明るく甲高い声は今も変わらない。原発事故で

観光客が激減し、自らも将来に不安を抱えているが、

今は被災者と一緒に黙 と々闘うのが彼の解だ。

９
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私の生き方

ｐ抑 井 泰道
伊藤製パン株式会社　代表取締役社長　61期

こ／7りぐ 心 こ／７ｃＭﾝﾝ ？ぐＳ こﾝこ／７ぐ7≒≒こﾝこ／7c ｀Qc ／7c ζ` ンン ゛7)ぐ７ 、こﾝこ／77 ｓこﾝこ／75 ﾍﾟﾝQ ンり ｃＭﾝ こ・り ぐ7K; こ／7r 入 こﾝ(ン フフ ≒ﾆﾝこ／sぐ７ 、ﾆﾝﾝ つ ﾍﾞﾝ こ／7りさ､ こ;ｃ／7りcﾍﾞﾝ こ／７７ 、ｓこ／ こ)？ 心 こ／7c ｘﾝ こ／７ぐ人 こﾝこ／フベ( ン フ？ 心 こ／ｓぐ:心

－飛

‐

刀

口

口
‐ 口41 年からパンの伊 界に飛び

込みました。この業 ㈹よまだ生産志

向型のプロダクトアウト時 代であり、

「売り切れ御免」がまかり通り、メー

カーにとりましては夢 の様な時 代で

した。儲け過ぎて、税金を払うなら

社員に還元した方が良いと、年末の

ボーナスが２回支払われた事もあり、

今では信じられない程収益率の高い

業種でした。

生産体制は基本的には労 働集約

型であり、２年毎に新工場が出来る

破竹の勢い の業 種でしたが…管理

Ｃ的 は幹 部 は全てライン要員でス

タップなどは置かないラフなものでし

た。お 得 意 様も８０％は一般 のパン

菓子 店であり、特 売 もなく企業 も小

売店も共に儲かった古き良き時 代で

ありました。昭和５０年頃からは市

場にものが溢れ始め、良いものでな

いと売れないマーケットインの到来

です。同時に競合間の闘いも激しく、

市場の主導権がメーカーから流通に

移り変わりつつありました。

国に酷似していると思います

(今の巾
ｉ

一

１

●

流通業 界は新業態のスーパーマー

ケットが台頭 し、西友・ダイエ ー

１ ０

イトーヨーカドー等の大千加市場を

席 巻し、パン菓子店の弱体化が 顕

著になりました。更に1980 年代Ｃ

ＶＳの台頭が小売店に致命的な打撃

を与え、古くからあった魚屋･ 肉屋・

八百屋といったお店が衰退し、今口

の市場が生まれました。

この激動化の中で必死に闘って参

りましたが、メーカー志向のプロダク

トアウトの夢が忘れられない 企業は

廃業に追い込まれました。造れば売

れた時 代から消費者が商品を選ぶ

ｆ時 ｕ こな り メーカづ ことって は大

変革が急務でありました。豊かさの

向上と並行し品質が問かれ、クレー

ムがＰＰＭ管理され、その多寡によ

り

売り上げが左右される様になりま

した。生産より市場に近い営業主体

型の企業 にならないと生き残れない

伊の中の到来です。

私は生産出身ですから軸足は常に

製造にあったはずですが、市場の動

きを見るにつけ営業志向に変革しな

いと勝ち組には入れない事を悟りま

した。時を同じくして工場長に任命

され経営責任も自分の範 躊になり、

市場巡回から始め競合他社の強さを

棚から学び ました。

化体弱み並軒が社会の体主産生

し、資産内容随一と言われた第一八

ンも例外 なく地位を明渡し、その立

て直しが 私に与えられた仕事でもあ

り、金町・大阪空港工場とビッグな

両工場長を任され孤軍奮闘の日々を

過ごしました。この辺のさわりは１０

月の「翠 営５７号」に書 きましたの

で割愛させて戴きますが、戦後台頭

した歴 史の浅いパン屋だからこそ、

あらゆる事に挑戦出来たと思います

し、任せてくれた当時の社長には感

謝しております。世の申の豊かさと

並行し美味しいものを求める食文化

け著しく向上しましたが、流通業 界

の変革 スピードはより速く、変化対

応が出来ないメーカーや企画・開発

力のない 会社は軒並み倒産の憂 き目

にあいました。

入社した４５年前は、人卒である

事が話題になるそんな時 代でした。

生産現場・工場長・営業本音1
５
と ノ

○
べ

ン屋の全てに携 わる事が出来ました

事 には満足しておりますが、最後の

什上げであります会社の変革や社員

の幸せの追求に関しては見解の違い



があり、消化不良のまま任期途中の

退職となり心残りはあります。

忘れ得ぬものとしては、 に の春の

震災は未だに信じられない出来事で

すが…）阪神大 震 災と東日本大震

災双方の工場復旧の陣頭指揮を執っ

た事です。共に多くの犠牲者を出し

痛みの伴う辛いものですが、こんな

時節ですから敢えて震災の事を書こ

うと思います…。

阪神大震災は今から１６年前、大

阪から営業本部に赴任した直後１月

１７日の早朝でした。７年 間も在籍

した大 阪空 港工場ですから、飛び

起きて向かいましたが、新幹線は不

通、伊 丹と羽 田は 飛行 が出 来 ず、

大阪時代の経験を活かし羽田から高

知空港を経て伊 丹に入りました。お

陰で朝の９時には工場に到着する事

が出来ました。

２階の窓ガラスは一枚の例外もな

く粉々に割れて床にはガラス破片が

散乱しており、５０トンもある食パン

オーブンが スト フパ ーを乗 り越え

て５０センチ も動いており地震の

大 きさに驚きました。私か赴任した

当時の大阪は地震 がない事が自慢

の極めて安全性の高い所でしたから

阪神 大 震 災は青 天の露震 でした。

西宮 ・宝 塚・神戸は壊滅的に破壊

され避難民 が２６万人も出て、この

人達の食糧援助をどうするかがパン

屋としては心配でした。

工場 の復旧は２日間で全て終わら

せ、避難民の援助活動に取り組みま

したが 発生２日後の１９日C 崎山

パンの山田専務（当時）からの連絡

で神戸市役所の民政局を訪問いたし

ました。交通は大混乱の中、西宮か

らタクシーに乗りましたが途中何度

も検問 があり、45 号線 の高速道 路

は倒壊し、両サイドの家は崩れ落ち、

道 幅は通常の半 分以下でした。 神戸

に 向 か う人 達 の 群 れ は 皆 大 き な

リュックを背 負い 黙 々と歩いており、

老婆がタクシーにすがりつき
ト

行方

不明の娘を探しに行くので乗せて下

凱

ぐ
χ
４

9

Ｊ

と泣き叫ぶのを振り切った事

今でも後ろめたさとして残ってお

ります。通行人を乗せてはいけない

との通達があったからです。叉、対

向車が全て霊柩車であった事も決し

て忘れる事の出来ない光景でした。

市役所 では民生 局長と打 ち合 わ

せ、食料の支給配送を全て託されま

した。記憶は定かではありませんが、

４日後C

崎 敷島

は２０近くの避難場所を山

・フジ・神戸屋・第一パン

の５社が受け待ち全避難所に完壁な

食糧の支援 体制を作りました。被災

エリアが狭い事もありましたが、極

めて迅速な対応は山崎パンの努力抜

きには考えられません。以 後、
j

し の

ご縁でパン業 界内の協力体制が強固

なものになりました。

東名高速道路はほとんど渋滞で動

かず、東京から支援のパンを満載し

た第一弾の車が新潟 福
リ

の日本

海沿岸の道路を使い24 時 間かけて

工場に到着した時には社員全員が拍

手で迎えました。私か言うのは手前

味噌になりますが、この時のパン業

界の働きはすばらしいものでした。

大手パン会社のほとんどは傘下に

米 飯工場を持っており、被災者の要

望に応じて、パン食から米飯の弁当

に変え、更に味噌汁を付けて日替わ

りメニューとし、出来るだけ美味し

いものを提 供する配 慮をいたしまし

た。被災者 からは連日御礼 の手紙

高高同窓会報

が届き、パン屋に勤務してこれほど

多くの方々に感謝された事はありませ

んでした。不謹慎かもしれませんが、

社会に貢献しているそんな意識を少

なくとも持てた刹那でもありました。

阪神大震災では被災者にひもじい思

いをさせなかった事 は非常時食糧供

わ
胴合ベンダーとして今でも自慢 の出来る

事であります。

今回の東日本大震災の対応を見て

いると、規模の大きさや原発問題が

あったにせよ、後手後手対応が出 二

付きました。何故 阪神大震災の教訓

が生かされない のか不思議に思いま

す。おそらく政 治家にも官僚にも当

時 の神戸市 役所の民生局長 の様な

１
‐

干

１旨揮のとれる人が居なく右往左往の

連続であったと推察いたしますが、

いかなる時にも被災者の立場で対策

のとれる政府や官僚であってほしい

ものです。

私自身、阪神・東日本大震災と２

度も大きな地震に遭遇するなど考え

てもおりませんでした。特に今回の

東口本大震災では計画停電・外国

人研修生の帰国・原材料や包装紙

の払底等 と々阪神大震災では全く経

験しない新しい事態が生じ、市場か

ら数口開けパンヤ消えました。特に

計画停電は多くの矛盾を残しか悪例

ですが、これに関してはもう少し時

間が経ってから整理してみたいと思

います。

食の世界に身を置くものとして、

食べ物は生命の基本ですから、子

供達が飢えて泣き叫ぶ様な映像が放

映される様な事態は決して起こして

はいけない と心 に誓っております。

一日も早く東北の被災地が復興出来

る事を祈って止みません。

11
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１ ３

縁は異なもの 山口　 正敏

西暦1977 年、第3 回高崎ふるさと

祭り（後に高崎祭りに変更）の企画

実施メンバーの一 員として参加した。

その年の実行委 員長は松 浦幸 雄氏

にお願いすることにした。氏は期 待通

りお祭りのため街のため市民のため真

剣になって汗を流してくれた。その10

年後の高崎市長選挙に立候補すると

はゆめゆめ思わなかった。 激戦 の末

当選し以後6 期24 年間の長きにわた

り市長として市の発展のために心血を

注いできたことは御承知の通り。 当時

のお祭りの仲 間の大半はかつての同

士として松 浦候 補を応援したのは自

然の流れだったと思う。

西暦2000 年は高 崎市 制100 周

年にあたり様々な事 業を検討 する委

貫 会のメンバーとして私も参加した。

高崎でなくては作れないもの、高崎か

ら全国へ又世 界へ向けて発信できる

ものとの方向性で井上房一郎翁と少

株式会社大陸不動産　代表取締役　58 期

林山 の洗心 亭 に2 年3 ヶ月滞 在してい

たド イツのブ ルーノダウトを取り上 げ 市

民 の白主 制 作 によるテレビ映 像 の製

作をし全 国 放 映したらどうかとの 案を

決め た。 実 行 委 員 長 に小 山 禧 一 氏

（故 人42 期 ） 副 実 行委 員 長 に横 田

英 一氏（50 期 ）原 浩一 郎氏（56 期 ）

事 務 岫として大 本紀元 君 （58 期）と

私以 下10 数 名 のメンバーを中心 に

1999 年 の春 にスタートをした。 最 初

に当 時 文 部 省 生 涯 学 習 胴 長 たった

富 岡 賢 治 氏 （6/ｍ Ｄ 兄である富 岡

昭 靖 氏53 期 の紹 介）を大 本 君と一

緒に訪 ね、我 々の趣旨を説明し協力

をお 願いしたところ、「皆さんのこれか

らやろうとすることば人 変に素晴らしい

ことで又 なかなか誰 もが や れることで

はない 大 切なことなの で全 面 的 に協

力 する」と約 束してくれた。ふるさと

に対する愛 郷の 念は大変なものと感じ

た。 以 後言 葉 通り物 心両 面の支援 を

してい ただくことになり、 事 業 実 現 に

向 かうきっか けになった。そのほか 沢

山 の先 輩 諸 兄 のご 支 援 により2000

年11 月23 口知 の ＤＮＡr 夢 ひかる刻 ］

を12 ch にてテレビ放 映 が実 現した。

そして11 年 後 今 年 の4 月、 今 度 は富

岡 賢 治 氏 が 高 崎 市 長 選 に立 候 補し

見事当 選を果 たした。

微力 ながら胸 襟を開い た仲 間 の一

人として応援したのは当 然 のこと。 ふ

るさとの 街を愛し又 街 づくり運動 の良き

理 解 者 でもあったお二 人との出 会いと

ご縁 は大 切にしたいと思っている。

左 より大木氏 、 山口氏

兪 砕 辞 ⑩ 參 參 囃 曝 磨 勝 參 略 姶 令 俗 命 印 母 俸 命 俗 疹 奏 ⑩ 娘 囁 姉 俺 申 啼に疹 砂 席 ⑩ 訃 母 ⑩ 櫛 妙 蜃 縮 娘 囃 參 価 席 囃 席 倦 合 席 発 徐 喘 參 魯 母 爆 合 縮 擲 帝 囃 命 縮 合 嫁 卿 嫁 象 參

県庁
Γ

Ｌ高朋会」について

県職員の高高同窓会｢ 高朋会｣ に

ついてご紹介いたします。

｢ 高朋会止 いう名前の出来は、昭

和30 年代、本会の発足当時、上毛 新

聞社社長で初代会長であった篠原秀

吉氏(高中5 期) の発案により命名され

たもので、中国宋 代の書 物｢ 古 文真

宝｣ の｢千里逢迎　 高朋満 座上千里

の遠くから人が集まり、立 派な友達が

座に満ちている。｣が出典です。

会長は、現役 職員の中から選出さ

れ、現会長は高高69 期で議会事務局

長の栗原弘明氏です。会員は、本年11

月現 在で35 期から106 期まで591 名

を数え、会員名簿｢ 翠鸞｣ の発 行のは

高朋会幹事長　 糸井　 秀幸

県庁産業経済部産業 政策課補佐　82 期

か 、新 人 職 員の 歓迎 会や 職員の慶 弔

に関する活動 などを行っています。

50 年 ほど前 から、２月定 例 県 議 会

の 開 会目に、県 庁 前 の群 馬 会 館にお

い て、高 高 ＯＢの県 会 議 員も招 いて 、

新 年総 会を兼 ねた懇 親 会を開 催して

いますよ会の 終わりでは 、20 歳代から

８０歳 代 まで の 光 輩 後 輩 が 肩 を組

み 、応援 部 ＯＢの音 頭により翠 柳を高

らかに歌うのが 恒例となっています。

さて､ 昨 年 は 優秀 な進学 状 況に 加

え、定 期 戦 の5 連 勝や各 部の華々しい

活 躍など頼もしい 限りです 。また、来年

春 の甲子 園では、肌 年ぶり2度目の出

場 が大いに期待されるところです。私も

高高 時代 は水 泳部に所 属し、現 在も県

職 員の 水 泳愛 好 会で活 動 中です。今

後も校是 の3F 精神と文 武 両 迫 の下 、

母 校の一 層の 発展と、多くの卒業 生 が

県庁 の門を敲くことを期待しております。
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陸上 競技部　 ３年　 佐藤　 誠 一郎

顧問の田島先 生、津久井先生またＯＢの方々のご協力

のもと、３名の部員がインターハイ出場を果たすことがで

きました。全 国という大舞 台でも自分の出せる力を十分

発揮してきました。３月の大震災で一時は東北 開催が危

ぶまれましたが、世界の方々の尽力のおかげで無事 開催

できたことに、陸上部一同心から感謝しております。一日

も早い復興をお祈り申し上げます。
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○春季大会

２回戦　高崎１３

３回戦　高崎７－

４回戦　高崎４－
準川 大勝

準 決 勝

○ 選 手 権

２ 回 戦

３ 回 戦

４ 回 戦

高崎６

高崎３

高

高

高

崎

崎

Ｉ

Ｉ

崎 ６

準々決勝　高崎 ４

０ 秋季西 毛リ ー グ

高崎 ５

高崎 ０

１４

－６桐生南高校

訓尹勢崎興陽

３利根実業

４高崎商業

９樹徳(ペ ス
卜 ４ ）

２－２下仁[[]高校

２－１高崎商大附

－３沼田高校

－7高崎商業(ベスト8)

３榛名高校

３高崎商業

ソフトテニス部　３年　 深 堀　 将平 ・黛　 英伯

顧問の先生をけじめ、ＯＢの方々のご指導、ご協力 のお

かげて県総体の個人戦で優勝し、全国大会出場を果たす

ことができました。強豪校を前 に自分たちのテニスが完璧に

はできず、少し悔いは残りましたが、全国という舞台に立て

たことは、非常に良い経験となりました。

これからも多くの方々への感謝 の気持ちを忘 れず、新た

な目標に向かって、全力で取り組んでいきたいと思います。

１伊勢崎商業

Ｏ伊勢崎清明

Ｏ明和県央

３前橋育英

Ｏ沼田高校

７健大高崎( 準優勝)

２東海大望洋

２束海人甲府

６作新学院(ベスト到

ト ８ ）

ト4)3 位

A 、

こZぺ

１

２

１

２桐商 俤 ３位）

Ｏ勢 農･榛名合同

２高工 ⑤ ３位）

③４回戦　 高崎２－２常磐

5PK4

準 決々勝　高崎２－１共愛学園

準決勝　 高崎Ｏ－２伊商(ベス

⑦全国高 校サッカー選手権大 会

群馬県大会　決勝トーナメント

高崎１－２常磐(ペスト16)

③３回戦

準々決勝

高崎２－Ｏ藤中央

高崎２－Ｏ前商

準決勝　　高崎１－２伊勢崎(第３位)

⑤群馬県選抜として 工名関東ブロ ノヽク大

参加(砂川智哉)関東ブロック敗退

群馬２－！茨城

群馬Ｏ－２東京

群馬Ｏ－２栃木

⑦群馬県高等学校バレーボ丿ﾚ 選手権大会

３回戦　　高崎２－Ｏ高工

準々決勝　高崎２－Ｏ明和県央

準決勝　　高崎

⑦西毛地区大会

２回戦　　高崎

準決勝　　高崎

準決勝

決　勝

○秋季大会

21｢11戦

３回戦

４回戦

準 決々勝

高崎３－Ｏ中之条高校

高崎４４－Ｏ松井皿高校

高崎１－Ｏ高崎商大附

高崎７－１高崎工業(優勝)

高崎３－

高崎２－

高崎５－

高崎４

準 決勝　 高 崎７ －

決　勝　高崎２－

② 秋季 関東大 会

１回戦　高崎４－

準々決勝　高崎４－

準決勝 高崎３－

⑦１年生大 会

高崎 １

高崎

高崎

０

７

５

Ｏ伊勢崎

１４樹徳

３６農二

(単独チームの部４位)

⑦県選手権大会

高崎５３－　Ｏ伊勢崎

高崎　７－２７太田(ペス
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③市川響太郎

佐藤誠一郎

市川響太郎

斎藤　邨磨

田代　和也

関口　俊介

･男子総合成績

①田代　和也

佐藤誠一郎

市川響太郎

⑥東間　央剛

斎藤　 郁磨

安達耀一郎

大谷　 拓嗣

新井　 琢也

牛窪　浩平

市川響太郎

[日代　 健人

高橋　　 快

斎藤　郁磨

東間　央剛

久新陽一郎

市川響太郎

東間　央剛

久新陽一郎

丸山　侑飛

斎藤　郁磨

岡田　大樹

市川響太郎

斎藤　郁磨

110mH

5000mW

棒高跳

走幅跳

八種競技

八種競技

29点

八種競技

5000mW

110mH

棒高跳

100m

200m

800m

1500m

1500m

5000m

110mH

110mH

3000m S C

4×100mR

1走

2走

3走

4走

4×400 ｍＲ

走１

2走

3走

4走

走高跳

棒高跳

走幅跳

阪本　哲郎　三段跳

小板橋遼太　三段跳

宮人　紳豪　砲丸投

宮入　紳豪　円盤投

位

位

位

位

位

位

5
3
5
7
1
4

決

決

決

決

決

決

第

決

予

予

予

決

決

決

決

決

決

決

決

決

決

6 位

27 位

失 格

組7 位

記録なし

2位

5位

8位

2位

7 位

位１

2位

5位

6位

―

決　4 位

決

決

決

決

決

決

決

4位

4位

2位
位―

7位

8位

4位

･3位以内の上記7種目で関東選抜新人人

会(東京･駒沢)に出場

⑦県高校駅伝(群馬県伊勢崎市･伊勢崎市

陸上競技場周回コース)

牛窪　浩平

川上　　航

田中　　渉

大谷　拓嗣

吉野　順久

小林　水友

石原　翔

･総合成績　　　　第2位

※11年連続関東高校駅伝出場権を取得

⑦関東高校選抜新人大会(T東京･駒沢)

京間　央剛　100m

大谷　拓嗣　1500m

牛窪　浩平　5000ｍ

市川響太郎

斎藤　郁磨

京間　央剛

久新陽一郎

110mH

4×100mR

1走
2走

3走

決　6位

決　9位

決　3位

決　棄権

決　4 位

市川響太郎　4走

粛藤　郁磨　走幅跳

阪本　哲郎　三段跳

牛学校対抗前 橋）

東間　央剛　100m

久新陽一郎　200m

田代　和也　400m

長壁　拓郎　400m

川上　 航800m

田中　　渉　5000ｍ

市川響太郎

田代　健人

高橋　快

石原　翔

佐藤誠一郎

東間　火剛

市川響太郎

育藤　郁磨

高橋　佑輔

円代　和也

斎藤　郁磨

関口　俊介

長壁　拓郎

岡山　大樹

丸橋　　颯

市川響太郎

斎藤　郁磨

関口　俊介

HOmH

400mll

3000mSC

3000mSC

5000mW

4×100mR

1走

2走

3走

4走

4×400mR

1走

2走

3走

4走

走高跳

走高跳

棒高跳

走幅跳

走幅跳

阪本　哲郎　三段跳

樫井　奏人　砲丸投

関目 伎介

位

位

３

ＬＣ

決

決

決

決

決

決

決

決

決

決

決

決

決

3位

7位

6位

8位

7位

8位

2位

3位

5位

8位
位―

決　5 位

決　3 位

決

決

決

決

決

決

決

決

決

決

決

6位

8位

3位

2位

5位

2位

6位

4位

5位

3位

6位

･男子総合成績(一部校15 校巾)初優勝

※一部校残留 、および､高前定期戦部活対

抗の部で前高に勝利

⑦ 関東高校県予選　 競 泳男子総合　 第６位

バ タフラ イ100 m　　 神原孝 行　 列 立

個 人メドレ ー200 m　 神原孝 行　 ４位

個人メドレ ー200 m　 後藤大 輝　 ２位

個 人メドレ ー400 m　 後 藤大輝　 １位

自 山形400 m　　　　 増田 泰誠　 ５位

自 由形1500m　　　 増 田泰 誠　 ５位

400m リレう 後藤･増田･関口･神原）　列 立

800m リレう 神原･堀込叫 田･ 後藤）　５ 位

400m メドレづ レづ 神原浪 藤･堀込･増田）５ 位

①県高校総体水泳大会 競泳男刊|と合　第６位

バ タフ ラ イ100m　　 神原孝 行　 則 立

背 泳 ぎ１００ ｎ!

個人 メドレ ー２００ ｍ

個人 メドレ ー４００ｍ

自 由形1500 ｍ

神原孝行　 引立

後藤大輝　３位

後藤大坪　２位

増田泰誠

400m リレー[後藤･増肝 下口]･神原)
因

－
４

00m リレー(神原･増訃 後藤･下田)

00m メドレーリレ丿 神原下 田べ 藤･増圓

３位

３ 位

３位

６位

高高同窓会報

⑥ 県 高 校新 人大 会

バ タフ ラ イ５０ｍ　　 堀込 怜土

バ タフラ イ１００ ｍ　　 堀 込怜士

200m メドレーリレうノト林浪 藤 堀ヽ込･青和

利立

割立

６位

③団体　２回戦　高崎３－

３回戦　高崎２－

４回戦　高崎１－

個人

⑥団体

Ｏ高経附

Ｏ高北

２農二

(ペス
ト

蛭間･池ｍ組、岸･高橋組、

奈良･中島組 （ペスト１６）

２回戦　高崎３－ｏ樹徳

３回戦　高崎２－ｏ前市高

４回戦　高崎ｏ－２健大高

(ベ ス
ト

８ ）

８ ）

個人　 奈良･ 中島組　 ３位

⑦ハ イスクールジャパンカップ

深堀･黛組　予 選リーグ１勝１敗

⑦１年生大会　 小川･大井 組(ベスト８)

②欄 車選抜大会予選

２回戦　高崎３－Ｏ育英

３回戦　 高崎２－Ｏ太田

４回戦　高崎Ｏ－２前商

(ペ スト８)

③１回戦　 高崎 Ｏ－３太工

⑤３回戦敗退

⑥１回戦敗退

③２回戦敗退

⑦学校対抗選手権大会　　3回戦敗退

⑦学年別大会(２年生の部)

戸塚貴昭　ペス

三枝弘幸　ベス

6
6

1
1

ト

ト

③団体　２回戦　　高崎３

準々決勝　高崎２

③個人戦 小洋航太

福田貴志

渡辺正樹

角田裕祐

⑤県予選　角ｍ裕祐

関東ブロック予選

１高経附

３高商

(ペスト８)

73kg級　ベスト8

90kg級　ベスト8

90kg級　ベスト8

100kg級　準優勝

90kg級　　優勝

群馬県チーム　1勝3敗

⑦群馬県ジュニア体重別選手権大会

角田裕祐　100kg級　準優勝

⑦関東ジュニア体重別選手権大会

角田裕祐　100kg級　１回戦

①県強化選手選考会

角田裕祐 100kg 級 優勝

１ ５



高高同窓会報

(相撲競技》

③団体

決勝リーグ
■
■
－

山
高

③個人戦

高

渡辺正樹

今井悠貴

角ｍ俗祐

奇１－４渋川青翠

崎２－３樹徳

Ｏ勝２敗(第３位)

ペスト

ベスト

準優勝

８

８

( インターハ イ出場)

①角田裕祐　 Ｏ勝３敗　予選敗退

⑤県予選　 渡辺正樹　 ベスト８

今井悠貴　 ペスト８

角田裕祐　 準優勝(出場)

⑤ 国体(山口)

群馬県チーム　Ｏ勝３敗　予選敗退

⑥団体　　第３位

個人　　角[H裕祐　準優勝

今井悠貴　第３位

③団体　ベスト16

③団体組手　 第５位(ペスト８)

⑥団体組手　 第５位(ペスト８)

⑥個人組手　 渋谷隼人　 第５位(ベスト８)

⑥ 個人形　　 牧　 洸大　 第５位(ベスト８)

⑦群馬県高等学校空手道ト ２年生大会

個人形　　 渋谷隼人　 第５位(ベスト８)

③１回戦　高崎６一〇館林

２回戦　高崎１－３高工

⑥１回戦　高崎３－１高商

２向戦　高崎Ｏ－１０前橋育英

⑦ 第59回春季 関東高等学校軟式野球犬 会

１回戦　高崎４－３日出学園(千葉)

準々決勝　高崎３－４上浦日大(茨城)

(ペ スト８)

③ペスト

⑥２回戦

３回戦

― ６

高崎４－

高崎 Ｏ－

１高経附

３前商(ペスト１６)

③学校対抗戦

１回戦　高崎３－Ｏ桐工

２回戦　高崎３－１前市高

３回戦　高崎Ｏ－３太商(ペス

シングルス　田中　 ペスト６４

今井　 ベスト６４

ダブルス　須藤･松井組(ペス１

今井･築嶋組(ベス

⑤シングルス　須藤(ベ スト３２)

松井(ペスト３２)

１６

ト ８ ）

２３ト

４Cト

ダブルス　煩藤子 斗組(ベス

⑥学校対抗戦

ト ３ ２ ）

１回戦　高崎Ｏ－３館林

シングルス　森田　３㈲戦進出

ダブルス　金井･山口組(ベスト６４)

⑦全国高等学校選抜スキー大会

増村賢人　GS･SL 出場

言関東高等学校スキー大会

山田　駿　SL8 位

増村賢人　SL12 位･GS

③高校総体スキー競技会兼

― ７ 位

全国高等学 校スキー大会県予選

山円　 駿　SL4 位

増村賢人　GS15 位

①全国高等学校スキー大会(インターハ刊

山田　 駿　SL 出場

① 群馬県高等学校総合体育大 会バスケット

ボー ル競 技 会兼 第６ ５回関東 高等学 校

バス ケット ボー ル選手権大 会県予選 会

１回 戦　 高崎　 ８ ６ －２７渋工

２回戦　高崎　７８－４６新島

３ 回 戦　 高崎 １ ０３ －６６沼田

準々決勝　高崎 １０ ９－８ ０高商

準決勝　高崎　６６－１０２．桐一

３ 位 決定戦　 高崎　 ９４ －８０前商

(結果: 第４位)

③群馬県高等学校バスケットボり レ選手権大会兼

第６４回全国高等学校総白体育大会県予選会

１回戦　高崎９５－４１伊工

２ 回 戦　 高崎 ８２ － ４４前 橋

３ 回 戦　 高崎 ９５ －６ ３富 岡

準々決勝　高崎９３－９５高商

(結果: ペ スト８)

⑤群馬 県 選抜 呻 島 一樹几 名 参加

１回戦　群馬９０－８１東京

準決 勝　 群馬 ９８ －８ ４神 奈川

決勝　　群馬１３０－９７干葉

(結果: 優勝　 国 体出場 権獲 得)

⑤ 群馬 県選抜 呻 島一 樹几 名参 加

１回戦　群馬

(結果:ベスト

７

１

７－７９京都

６）

⑦全国高等学校バスケットボール

選抜優勝大会県予選会

２回戦　高崎９３－５２渋工
３回 戦　 高 崎９８

４回 戦　 高 崎８８

準々決勝　高崎 ６５

(結采: ペ スト８)

方 西毛 地 区バス ケッ

６８桐南

８１太商

７８前商

ト

２回戦　高崎７２ －

３回戦　高崎８９－

準決勝　高崎７

決勝　 高崎６

(結果:2 位)

８

― -

ボール新人人会

５５健大高

３１安中総合

５５中央中等

７５高商

○数学選手権大会　団体戦

地区予選　１次･２次予選

m ａth battlｅ

全国大 会

突破→全国大会進出

３次予選(準決勝戦)敗退

○ 通 学 活 動 と し て Ｃ お よ び Ｃ ＋ ＋ を 用 い た

プ ロ グ ラ ミ ン グ

:立命 館 大 学 情 報 工 学 部 主 催

｢ 立 命 館･ 全 国 高 校 生 ソ フ ト ウ ェ ア

創 作 コ ン テ ス ト ＩＣＴ ｃｈａｌｌｅｎｇ十R 20011

2 年　 粛 藤 雄 太　 最 優 秀 賞

○第６回群馬県高校生文学賞

文芸誌部門　優秀賞

｢高高文芸　 翠営　 第匹号｣

俳句部門　優良賞

｢冬の朝｣　１年　 竹内詳一朗

○第35川群馬県高校芸術祭美術工芸部門展

４名　計ら点出展

011 月／西部地区アンサンブルコンテスト

木管三重奏･クラリネット三重奏･打楽器

匹1重奏 金賞　サックス四重奏 銀賞

012 月／県アンサンブルコンテスト

木管三重奏 金賞　ｸﾗﾘﾈｯﾄ 三重奏 銀賞

０ １月／西関東アンサンブルコンテスト

木管三重奏 金賞

０ ３月／全日本アンサンブルコンテス

木管三重奏 金賞

ト

０ ５ 月／西部地区ソロコンテスト

寺昌 和希(フルート)･安富 元彦什 一ボエト ≧賞

戸塚 泰輔( フ ァゴ ット) 銀賞

０ ６ 月／県 ソロコンテ スト

ソヤ島 和希(フルートト 安富 元彦け ーボエ) 金賞

０ ７月／ 第52 回定期 演奏会

０ ７月／県吹奏楽 コンクー ル

高校Ａ組 金賞

０ ９月∧ 酉関東吹奏楽 コンクール

高校Ａ組 銅賞

０７月／第44回定期演奏会

(於:群馬音楽センター)

０７月／第41回全戸高校ギター･マンドリ



ンフェ スティバル出場( 於:大 阪府吹 川市

文化 会館メイシアター) 優秀賞 受賞

０ ９ 月ノ 第7 回群馬学生 ギター･ マンドリン

フェスティバル出場( 於:高崎肝 丈化会館)

０ １２月………ﾀﾞ‘第14 回 クリスマスコンサー ト

０ ２ 月／ 第42 回群馬 県高等学 校ギ ター･ マ

シトリンコンクール( 於:大泉町文化 むら)

《 ２ ２ 年 度 》

０ １ 月.………丿

テ ス ト 銀賞( 於: 伊 勢 崎卜 丈化 会 館 小 ホ ー ル)

《 ２ ３ 年 度 》

０７月．づﾀﾞ平.成23年度群馬県高等学校芸術祭

音 楽 部 門 団 体 演 奏 会( 於: 群 馬 音 楽 七 ン タ丿

０ ７ 月
………
ダ高 崎 高 校 印 皿 にご期 演 奏 会･ 群 馬 県 高

校 生 今 同 合 唱 団 演 奏 会( 於: 高 崎 市 文 化 会 館)

０７月…….………第51回群馬県合唱コンクール

(於: み か ぼ み ら い 倍 人 ホ ー ル)

０ ８ 月ノ 第35 回 全 国 高 等 学 校 総 合 文 化 祭 合

唱 部 門( 群 馬 県 合 同 合 唱 団 と し て 参 加)

(於: 福 島 市 音 楽 堂)

０ ８ 月 ／ 第781 口ＩＮＨＫ 全 国 学 校 音 楽 コ ン

ク ー ル 群 馬 県 コ ン ク ー ル

( 於: 前 橋 市 民 文 化 会 館 大 ホ ー ル)

０ １りJ ……jダ第17 回 群 馬 県 高 等 学 校 総 合 文 化

祭 総 合 開 会 式 ア ト ラ ク シ ョ ン に 参 加

( 於: 群馬 音 楽 セ ン タ ー)

Ｏ ｎ 月 ノ 第17 回 群 馬 県 高 等 学 枚 総 合 文 化

祭 合 唱･ 器 楽 管 弦 楽2 専 門 部 合 同 演 奏 会

( 高 高･ 前 高 合 同 合 唱 団 と し て 参 加)

(於: 群馬 音 楽 セ ン タ ー)

０ １２月。jダ第14 回 クリスマ スコンサー

(於:翠鸞 会館ホール)

○ レ

ンテスト(於:前橋市民文化会館小ホ･

ト

ブ ルコ

づレ）

０ ４月
……／'

第23回たかさきスプリング

市民芸能ステージ参加

０６ 月／ド ん゙ま一番上毛か るた編｣

群馬テレビ番組出演

０ ７月.
∠.
ダ第5回群馬県高校生郷土芸能発表会

０７ 月／よしい祇園まつ り　 依頼演奏

０ ７月／読み聞かせ夏祭り

〈高崎市西部公民館〉 依頼演奏

吹 奏楽部　 ３年　 寺島　 和希

私たちは今年の３月の全[1 本アンサン

ブルコンテストに、木管三重奏という編

成で出場し 、金賞をいただきました。高

崎高校初の全国ということで不安や緊張

もありましたが、私たちの音楽をしっか

りと表現することができたと思います。

また、他団体の演奏を聴いて多くのこ

とを学んだので、この経験を活かして表

現の幅をさらに広げていきたいです。

０ ７ Ｊレ ……八､千 代 町こ Ｌ目 町 内 会納 涼 祭 依 頼 演 奏

０ ８ 月.
丿
丿第37 回 高 崎 まっ り

伝 統 文 化 和 太 鼓 部 門 参 加

０ ８ 月
∠j
ダ第2 川関 東 高 校杵 人鼓 選手 権 銀賞 受 賞

０ ８ 川 ／ 城 南 小 学 校 地ド 納 涼 祭　 依 頼 演 奏

○叫j……／.ﾀﾞ刀S211.口j[jlll;1で交流の集い

〈島 崎 市 ㈲ 際 交 流 協 会 〉 依 頼 演 奏

０ １０ 月 ………第25 回 高 崎 ふ 牡 あ い の 広 場

〈 高 崎 市 社 会 福 祉 協 議 会 〉 依 頼 演 奏

０１１月…………ﾀﾞ゛第171回群馬県高乎宍校給付文化祭

郷 土 芸 能吏 門 部 人 会　 最 優 秀 賞 受 賞

○ ↓UJ ………第25 回 印 崎市 農業 まっ り　 依 頼 演 奏

03 月
…….し
ﾀ 第゙3 四 定 期 演 奏 会 Ｏ ≒ に)

０７月．．.´ i･kil J4jji i';:ISが|(4劣

｢ エ ア メ ー ル の 嘘 町 川 日の 行 進 曲｣

( 於: 翠 鸞 会 館 ホ ー ル)

０９月．…………'ljヽ11.1戈23年度高校芸術祭洵剥部門

西 毛 地 区 大 会　 井 目 翔 太 作 宮｢1 雄 人 潤 色

『 桃 太 郎 退 治 に 行 こ う じ

( 於: み か ぼ み ら い 館 小 ホ ー ル)

○!２月………j.｀゛ｸ'リスマス公演(於:翠柳会館ホール)

０ ５月／高崎地区高校生協議会総会参加
０７月…………´tl,'t･'l自校生リーダーシップＴＣ参加

０ １０ 月 ／ 観 音 山 清 掃 参 加

01Uj｡ノダ高|Iljj｣｡也j‾又：ＴＣ参加

Ｏ

１
９

／

Ｉ

総 合 文 化 祭 参 加

２ 月
………
……ﾀじ7t,ワ ー ク シ ョ ッ プ 発 表 会 参 加

崎 地 区 歳 末 助 け 貪い 募 金 参 加

０４月．-べ

群馬県大会

団体戦　優勝

(小序弘季､辻爪裕礼 山崎折希)

０ ５Ｕ／第35回全国高校囲碁選于権大会

群馬県大会

個人戦　優勝(小洋弘季)

準優勝削]崎祐希) 第3位(北爪裕幸)

０ ７月／第１回高崎高校囲碁講習会

指導者:小松藤夫(八段)､ 参加生徒６名

０７月／第35回｢丈部科学大臣杯令円鳥校

高高同窓会報

囲碁選予柵大 会

団体戦　 第８ 位

(小洋弘季､ 北爪裕幸､ 白 崎祐希)

個人戦　 予選リー グ敗退

(小洋弘季､ 山峙祐希)

０ ８ 月………………第35 回全国高等学校総合文化祭

個人戦　33 位( 北爪 裕単)

０ １０ 月／……第27 川関東 地 区高等 学 校囲碁 選

予権大 会群馬県予 選会

団休戦　 優勝

(小洋弘季､ 北爪裕幸､ 大槻直 史)

個人戦　 優 勝(小序弘季)

準優勝( 人槻直 史)3 位(北 爪裕幸)

○ りj ｹﾀ゙ﾞ'第27回関東地区高等学校囲碁選手権大会

団体戦　 出場

(小序弘季､ 辻 爪裕幸､ 大槻直 史))

個人戦　 川|場

(小洋弘季､ 北 爪裕幸､ 人概直 史)

○第38回群馬県高等学校将棋選于権大会出場

○第川 口|群馬県高等学校将棋新人戦

レ年　横尾　悠人　３位人賞

０ ８ 月 ………ベ

コ ン テ ス ト( 東 京) 努 力 賞

０ ９ 月 ．………j?tlﾘJﾐる ぐ ん ま の 中 小 私 鉄 フ ェ ア20↓1参 加

○ ↓リJ. ………第17[ 旦|群 馬 県 高 等 学 校 総 合 文 化 祭 参 加

○第15回全国高校新聞年間紙面審告賞優良賞

○第25回群馬県高校新聞コンクール知事賞

○群馬県高校総合文化祭特報新聞

｢上汁才 人｣取材参加

Ｏ｢高崎高校新聞｣･

｢高崎高校新聞翠枡MiniPr ｅss｣発行

○定期戦速報｢前高高高介同新聞｣発行

(県立前橋高校新聞委員会と合同製作)

○第２５即県高検新聞コンクール知事賞

O ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト県大会

テレビドラマ部門　最優秀賞

ラジオドラマ部門　最優秀賞

○全国高等学校総今文化祭(福島大会)

ビデオメッセージ部門参加

○県高校放送コンクール参加

０ ４月／春 の合同撮 影会参加

０ ７川∠/……十土会交通上学科コンテスト2011

2 年　 大 木啓人　 特別賞

０ ９月………／第５９回群馬県 写真 展覧会

１年　 白石智大　 ヤン グ部門入選

０ １１月／第２８ 回群馬県高校写真 展出品

０ ２月………ダ第１８ 回関東地 区写真展

県内作品 展出品

１７
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第59 回翠俯祭はFWILL c0nnect 』というテ―マのもと､1O7O8 人も

の来場 者を迎え､犬盛況の申幕を閉しました。

もはや翠檜祭は昌々生にとつて､烈くてはならない存やだと思いますo

翠恰祭という犬きな[伝続｣を前に悩 み､考え､挑み､臼分たちにとつて址

高の翠緋 祭を新たに則り上げる｡そうした過程を径て､男子高 校生はよ

り高々生らしく成長するのだと思います｡ 翠檜祭は､学 校のTえ化昂という

以上に､何か特別な役割を果たしているように感しますo

来年､ 翠檜祭は6O 回目という人きな節目を迎えます｡ 今凹の反 省を

活かし､役輩 たちはより素靖らしい翠檜祭を削ろうと意気

Kﾚ｀I

弓ご六万ｸ.:.I ii ’

▲特大の壁画は力のこもっだ作品のひとつ

嘩 轡 販 開 幽

………ｒ-_ノ･心･　　　　Jw

嘉IS こ･
こ……

…､。

▲多くの来場者を迎える立派な特大アーチはまさに翠柑祭の顔

感

▲迫力のある和太鼓の響きが来場者を魅了

|

… … ……

生 徒のひとりひと のり

自主性 が集 まり、

伝 統ある翠轡 祭を

創 り上げている。

１８

… …4

▲沿道を賑やかに行進する恒例の仮装行列
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定期戦が終わった今、「ありがとう」という思いでいっぱいです。　７
｢ リ

j1 ゝ ゝ

差で敗北という結果になりましたが、自分は定期戦実行委貝長を務めるこ

とで何か得たものがあったと確信できます。

自分は定期戦本戦、敵地にて 日匈を張って高崎に帰ろう」と高 々生に伝

えました。敗北が決 まった閉会式でも㈲じ事を伝えましﾉし しかし、最も

胸を張ることができていなかったのは、間違いなく

分を立ち直らせてくれたのは、高 生々という共に闘

自分でした。そんな自

つた 仲問でした､、高

に帰れば、いつものように高々に通えば、そこには９６０人の仲間が

した。定期戦を経て仲問との絆を再確認する二とができました､り 血高

J
　

　

崎

ま

勝

つために共に練習し、共に鼓舞し、多くの時間を共に過ごした仲間は今ま

でとは違う、自分には大きすぎるものを与えてくれました。

先輩方の偉大なら連覇という記録、また６連覇への夢を途絶えさせてし

まいましたが、来年からの高々勝利を願うとともに、定期戦に御尽力いた

だいたすべての方へ深い感謝を申し 上げ、

す。本当にありがとうござい ました。

定期戦報告とさせていただきま

第６５回定期戦実行委員長　３年　荻原　幹

高高同窓会報

第６５回定期戦得点表

部対抗 一般対抗

高高 前高 高高 前高
＼

へ

＼

＼

＼

、

＼

＼

＼

＼

､、

＼

＼

へ

水　泳 ０ ９

駅　伝 ６ ３

綱引き ０ ９

玉入れ ３ ６

ｿﾌﾄ ﾎﾞｰﾙ ６ ３

長　縄 ６ ０

０ ６ 卓　球 １ ８

６ ０ 陸上競技 1.5 7.5　　｜

６ ０ ｿﾌﾄﾃﾆｽ ６ ３

６ ０ ﾊﾞﾚｰ ﾎﾞｰﾙ ６ ３

６ ０ ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ６ ３

６ ０ 柔　道
＼

＼

＼

＼

、

＼

＼

＼

＼x

＼

＼

０ ６ 剣　道

０ ６ 弓　道

６ ０

－６

空手道

０ サッカー

６ ０ ラグビー

３ ３ 硬式野球

０ ６ 軟式野球

０ ６ テニス

45 39 小　計 41.5 54.5

86.5　　 高高 総　合 前高　　93.5

●

－ 23年 二卜 亀 21年 22年 23年

3）

D

D）

8）

2(2)

8(6)

8(5)

22(19)

慶 庶 大

早 稲 田 大

中　央　大

明　治　大

上　智　大

立 教 大

学 習 院 大

青山学院大

法 政 大

日　本　大

東京理科大

芝浦工業大

同 志 社 大

立 命 館 大

/n(32)

83(67)

76(7 剛

H6(1 ㈲

8(8)

27( 珀)

4(2)

21(15)

肌(24)

39(34)

65( 弘)

５且42)

18(12)

3(3)

38(21)

53(33)

59(44)

94(69)

7(4)

21(n)

3(1)

16(14)

42(36)

70(58)

99(74)

57(53)

3(2)

1 衣7)

39(24)

77(52)

72(48)

1叫(74)

4(4)

22(15)

7(3)

！1(5)

37(25)

56( 肌)

92(65)

63(54)

12(9)

15(12)

二卜ﾐ 、21年 22年 23年 / 、21年 22年

北 海道 大

東 北 大

筑 波 大

千 葉 大

群 馬 大

（　 医　 ）

埼 玉 大

東 京 大

一 橋 大

東 工 大

横 国 大

新 潟 大

金 沢 大

信 州 大

衣3)

17(13)

7(5)

7(6)

22(20)

O(O)

6(6)

17(17)

1(1)

5(5)

4(3)

16(12)

8(7)

3(3)

10(6)

2 士(17)

11(10)

7(7)

26(2n

6(4)

5(/1)

9(4)

2(1)

4(3)

3(2)

臥5)

5(5)

2(1)

6(5)

28(25)

工竹 川)

4(3)

23( 出

7(5)

H(H))

7(5)

4(4)

6(4)

5(3)

16 に5)

4(4)

1巾)

名 古 屋 大

京 都 大

首都大東京

高 経 大

且1)

3(2)

O(O)

8(6)

ｙ ３

２(卜

O(0

H(8

１９
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長

長会

ｔ

監査

佐藤

大木

高木

横田

串田

長坂

金井

武藤

武井

浅沼

松岡

昇格

留任

新任

新任

留任

３

７

期

期

留任
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・ 役員任期満了 につ き、１月２２日(ﾕＬ)

第109回総会に於て役 員が改選、承認されました。

徳和

紀元

賢

貞一

紀之

資夫

尚之

正美

正

孝章

光弘

５７期

５８期

６ １期

６５期

６７期

７０期

７４期

７

７

セルリアンブル ーの新車納入

■役員人事に伴い下記の役員が佐藤会長より

委嘱されました。

本部幹事長

本部 幹 事

書　　 記

ふ
７ｉ 計

常任理事

理　　事

若山
一に
旱

士 ５ 名

２名

２名

１５４名

２４４名

５８期　 留任

校内幹事

校内幹事

■新任顧問は常任理事会を経て佐藤会長より

委嘱され就任されました。

顧　　 問 原　浩一郎

藤倉　新一

羽鳥　進一

５６期　新任

６８期　新任

奉硲廓肴廼･命が喩々參命貿･鱗「鴻晦瘤心４･吻唸脅心･嘔条鴻鵠寸路哨寿柚小絵心爆発脊喰物鴇呵６秀一迦卜匁娶超，喩囃曝唯今邨～喩勢～価妬刄心今や和奇憾奇咬傷９価臓卜寺谷晦溥φ寸千巾今夕中心を儲俗皿令啼等価和物千･心心･口心な

同窓生 の皆様には、益 々ご健勝のこととお慶び申し 上げます。

今回の新年総会は、私達81 期が担当 させていただくこととなりました。心に残る新年総会になること

を目標に、諸先輩のご指導、ご助言を仰ぎながら準備を進めております。

懇親会も、楽しい会になるように企画の準備を進めておりますのでご期待ください。

同期の方々、先輩後輩の方々お誘い合わそのうえ一人でも多くの、同窓生の皆様のご出席を心よりお待

ちしております。

期日:平成２４年１月２８日（土） 時間:午後３時より

場所:高崎ビューホテル　会費:5,000円 （当番期81 期代表

平成２３年10 月２６日に同窓会より４６人乗りのバスが寄贈されま

した。学校バスは２台あり運動部を中心に利用しています。そのうち平

成３年車のバスが老 朽化により近年故 障が続いていたところ、事故等

への配慮から新車を購入して頂きました。ナンバープレートは母校 創立

年に因んで「1897 」としました。早速翌日は硬 式野球秋季 関東大会

出場 のために「使い初め」となりました。お陰様で幸先よくベスト４まで

勝ち進むことができました。新 たなバスは今後とも高崎高 校生の諸活

動を支える大きな力となることでしょう。

岩井

▲母校創立年と同じ「18-97」のナンバープレート



開 催 日　2011 年５月１５日(日)

開催場所　サンコーフ２カントリークラブ

参加人数　２１１名

当番幹事期　フ４期

○団体戦

グロ スの部

ネットの部

○ 個 人 戦

ＮＥＴの 部

優　勝　フ１期

準優勝　フ６期

優　勝　フＧ期

準優勝　フ５期

へlm 氏　　名

１ 岸　　　　 修

２　ｉ　吉井　　　剛

３ 後藤　二三男

ｍ｣ ｜

４

－５

吉井

一
松本

印OSS ﾄ疋〕CP NET

３Ｂ ３８ フ６ ８ ．４

－－２５ ．２

Ｇフ.6

４８ ４６ ９４ ６８ ．Ｂ

∠に? ∠にB ８５ １５．６ ６９,４

４２．∠↓１

｜

８ ３

〃㎜㎜８ フ

１３⊇ ６９ ．８

∠に? ４５

-

Ｉ Ｇ ．Ｂ フ０ ．２

-

0

０

４

８

Ｉ
　
　

一
　
　

・
　
　

１

６

８

フ

フ

3
3

８

８

3
3

２

２

修 フ６ ３Ｂ ３８

剛 ８０ ４８ ４６

二三男 ８５ ∠に? ∠にB

研策

博崇

６ Ｇ

-ﾌ ５

ＧＢＯＳＳの部

順位 氏

１
L_よ」

斤

元　　名 期別

修 フ６

高高同窓会報

表彰式での様子

引 GROSS

６ ３Ｂ ３８ フ６

〈退任者・転出者〉

校　長　藤倉　新一

社　会　西洋　　南

土　会

理

体

体
｀廿･

;Ｚ 二可

英

英

学

科

育

育

術

語

語
理科助手

事　 務

茂原　賢三

篠原　浩一

諏訪

塚本

鳥居

萩原

本村

賢一
素 弘

よしじ
吉 二

弘 和

たかみ高 巳

川崎　洋一

武井みどり

小林　泰子

◆●●◆◆◆◆●◆人 事 異 動 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆

退　 職

県 立 伊 勢 崎

藤 岡 中 央

渋 川

県 ・学 校 人 事 課

太田ﾌﾚ 教頭(通)昇任

渋 川 青 翠

前 橋 南

富 岡

渋 川 女 子

中 途退 職

高 崎 女 子

〈新任者〉

校　長　羽鳥

社　会　井上

社

数

理

体

体
‘士 ｔ-

Ｚ Ｘ

英

英

会

学

科

育

育

術

語
三五

口口

理科助 手

事　 務

進

たか
貴

一

石

｢1

森 田　 達 也

遠 山　　 聡

もとひこ安 田　 素 彦

柴 山　 俊 広

田 中　 利 明

黒 岩　 仲 枝

滝 沢　 賢 一

吉 潭　 正 明

松 島　 孝 子

天 田　 香 織

県 立 伊 勢 崎

県立 伊 勢 崎

桐 生

尾 瀬

前 橋 女 子

桐生市立商業定時制

渋 川 青 翠

伊 勢 崎 清 明

前 橋 女 子

前 橋 商業

地 方 臨

新 採 用

☆j通信制

〈退任者・転出者〉

教　頭　武井　　正

教　諭　矢島　恵子

〈新 任 者 〉

教

英

頭

語

加藤冨士人

竹渕　文明

(平 成２３年 度)

高崎東

退職

県立前橋高昇任

前橋清陵定時制

第五回高崎高校ＯＢ 囲碁大会開催のお知らせ

1｡ 月　 日　 平 成２４年2 月12 日( 日)

2. 場　 所 高 崎 中 央 公 民 館(2F･ 第 １ 学 習 室)

3. 時　 間9 時20 分 集 合､9 時45 分 対 局 開 始

４.対 戦方 法　 ハ ン デ 戦､ ４回 戦( ど な た で も４回 は 対 局)

5. 会　 費2,000 円( 昼 食 代 他 を 含 む)

6. 表　 彰 Ａ･B ブ ロ ッ ク　1 位･2 位( 特 別 賞･3 勝 賞 ほ か)

＊ 駐 車 場 …………第 １ 駐 車 場 を ご 利 用 ド さ い 。

＊ 連 絡 先
………………初参 加 希 望 昔 は事 務 局･ 藤 崎 まで ご 連 絡 下 さい 。

TEL:090 －3573 －7475
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明(６８期)

啓太(９５期)

透(９５期)

直人(９フ期)

幸平(９フ期)

泰寛003 期)

伸宏(フ８期)

節夫(５２期)

節夫(５２期)

節夫(５２期)

仁(５４期)

高高同窓会報

平成二十三年

褒章,叙勲受章者
( 敬称略)

〈平 成２３年 春 の 褒 章 〉

黄 綬 褒 章 月 林ゝ　 輝 男(61 期)

〈平 成２３年秋 の 叙勲 〉

瑞宝双光章

瑞宝双光章

瑞宝双光章

瑞宝双光章

高橋　一郎(58 期)

植原伊佐美(59 期)

大手　克己(59 期)

後閑　和吉(定時2)

〈平 成２３年 春 の 叙 勲〉

瑞宝中綬章

瑞宝小綬章

清水

高橋

一郎(57 期)

清(53 期)

〈平 成２２年 表 彰 〉

法務大臣表彰

中曽根康ﾉ弘元首相　名誉県民
Ｉ

大島 進(57 期)

べ
Ｉ

ソ

Ｊｆ ｀

Ｌ ＿

平成２３年ＩＯ月２８日、本校出身の中曽根康弘元首相（３５期卒・９３歳）が名誉県民に選

ばれ、その表彰式と肖像画の除幕式が県庁昭和庁舎で開かれた。

中曽根氏は報道機関のインタビューでは「群馬は歴史的にも地理的にも非常に立派な県。この

歴史と伝統を受け継ぎ、次の世代の皆さんも一生懸命頑張ってほしい。群馬県は日本を引っ張っ

ていく力になる」と、県民にエールを送った（上毛新聞）

名誉県民は過去フ人に贈られ、本校関係者はアララギ派歌人の土屋文明氏（８期卒）、元首相

の福田赳夫氏（２１期卒）が選ばれている。

～ す い

命 唖 拳 拳 拳 拳 唖

らんぶんこ～
文 庫

ＢＯＯＫ

⊃

◆翠轡文庫について◆

翠庶文庫は､著者または訳者が高崎高校の卒

業生及び関係職員であり、本人またはその関

係者から寄贈された図書で構成されています。

〈平成22 年10 月１日～平成23 年９月３０日〉

參著書／作者

●和南城孝志・近作　 １９フ６づ ９８３

●和南城孝志・近作H 1983 －2003

●社会調査史のＵテラシー

●新型消費税改修所得税

●吉原徒然草

●芭蕉の表現

●私の軍属従軍記

●国語の力

●忍びの森

●□鼻全開 腸管呼吸法

※校注

和南城孝志(６フ期)

和南城孝志(６フ期)

佐藤　健二(フ４期)

新井　隆－(４６期)

上野　洋三(引 期)

上野　洋三(引 期)

平方　行雄(３６期)

村田　 伸宏(フ８期)

武内　　涼(95 期)

改定呼吸法の極意新版

飯野　節夫(５２期)

⑩著書／作者

●解決！センター化学 改訂２版

●　　　　//

●　　　　//

●　　　　　//

●　　　　　//

●　　　　//

●「お手紙」の授業

●中医小児科学

●中医婦人科学

●世界伝統医学要覧

●塵風

金井

牛田

島田

小宮

梅潭

太

Ｔ
寸田

飯野

飯野

飯野

斉田
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２ １

２２,３３０,０００円

Ｏ円

２２､３３０,０００ 円

23

,３０４,５４６ 円

,０００,０００ 円

２５,４５４ 円

平成２２年度　通常会計決算

'古'

『司 高同窓会 予算決算報告

平成２３年度 通常会計予算案

(平成22 年1月1日～平成22 年12 月3m)

費 目 平成22年度予算 平成22年度実収入 備　　　　　　　考

計勧う該牡 88 川口 88に 回

入　 会　 金 3,↓68,0㈲ 3,235,㈲0 帽か白州 ㈲叩叩)､畑作皿削(叶2㈲O)

維 持 会 費 6ｲ)㈲,㈲0 6,257,2卵 2,182 人

利　　　　息 8,783 レ199

雑　 収　 入 110､000 U92,380 校歌CD 売上ほか

合　 計 10,168,000 n.668,256

費　目 平成22年度予算 平成22年度実出費 備　　　　　　　考

会　議　費 ↓,㈲O､000 9証355 新年社洽 ⑨備ばか

祝　賀　 費 ㈹0,000 92 生525 叙勲記 念品･卒業記 念品はか

賤　別　 費 300,㈲0 270 バ)0 21 年度末離退任職員段別

慶　弔　 費 200,000 28,350

通信印刷費 420,0㈲ 回生790 前付 昔引付 噸人礼状濯縮会他臨坦 ほか

旅　　　 費 ↓00,㈲0 80川0 東京同窓会出席者旅費

会報発送費 2,000,000 ↓,506,312

同窓会報費 1,000,㈲0 1,肌9豹6

事　務　 費 ↓,5㈲,000 1,262,110 事務職只人件費寸 作 目品ほか

同窓会長賞費 200,㈲0 53ぶ↓0 賞状･記念品ばか

補　助　 費 1,600,㈲0 2,5銘,626 訃川口 詰鰹緋桃 かﾋﾟｭｰﾏ汁 仁バほか

環境整備費 500,㈲0 銘9,釦0 指月庭維持管理費

雑　　　　費 300､㈲0 256,580 振込手 放往 反か

予　備　 費 248,㈲0 ０

合　 計 10,168,000 9,9皿784

差引残高

高高同窓会報

(平成23 年1 肌 日～平成23 年12 月3川)

費　目 平成23年度予算案 前年度予算 増　△減 備　　　考

計勣ら頷討 756,472 88川 耳 △124,745

入　 会　 金 3,謁8,000 3賜 叩00 ０釦帽2賜(㈲9㈲

維 持 会 費 6,0㈲,㈲0 6,㈲0,㈲ ） ０

利　　　　息 1,528 8,783 △7,255

雑　 収　 入 7川00 H0, ㈲0 △涯,叩0 校歌CD 売上ほか

合　 計 10川0,000 10,168,㈲0 △川8川0

費　目 平成23年度予算 前年度予算 増　△減 備　　　考

会　 議　費 叩00 加0 1,㈲0,㈲0 ０ 新年総会準備ほか

祝　賀　 費 ㈹0,㈲0 阻)O川0 ０ 訣川 竹川 訃

饒　 別　 費 300,000 3㈲,㈲0 ０ 訴川 腿㈱川』

慶　弔　 費 200,000 200,0㈲ ０

通信印刷費 420,000 420,㈲0 ０
総持 余作

翠松 余j

刊削卜 納 人礼状･

りに店代 ほか

旅　　　 費 珀0,㈲0 m0,㈲0 ０ 鯨計且肘鸚

会報発送費 ]川O 川0 ],㈲0,㈲0 ０

同窓 会報費 1,000,000↓,㈲0,㈲0 ０

事　 務　費 ↓,500,㈲0 1,卵0,000 ０ 郭韻作付対訳か

同窓会長賞費 200川0 200,0㈲ ０ 賞㈹記念品ほか

補　 助　 費 1川Omo 1,印O坤0 ０
四書 郎 乱話 恥 兄 分休径

ヒューマンサf エンスほか

環境整備費 頷O川0 5㈲,000 ０ 指月庭維持参 煙

雑　　　　費 3㈲,000 3㈲,㈲0 ０ 振込于数料ばか

予　 備　 費 80,㈲0 248,000 △1脆叩0

合　 計 1(川㈲､㈲0 ↓O頷8加0 △168川0

１,７５６,４７２円 （特別会計積立　 １００万円　 次年 度繰越金７５６,４７２円 ）

特別会計積立

収 入 の 吝j５

支出の部

前年 度からの 繰越金　　　 ２０,２８１,９８９円

平成21 年 度通常会計より　　 １,０００,０００円

利　 息　　　　　　　　　　 ２２,５５フ円

八
□ 計

差引残高繰越金

21, ３０４,５４６ 円

Ｏ円

２ １,３０４,５４６ 円

－
―
・

４

寺別会計積立

収入の部

支出の部

前年度からの繰越金

平成２２年度通常会計より

利　息

心 、

□ 計

差引残高繰越金



維 持会 費 の 納入 につい て

平成24 年度の維持会費の納入をお願いいたします。

納入については､同封の振込取扱票( 加入者名一群馬

県立高崎高等学校同窓会)もお使いいただけますが、ＡＴ

Ｍのご利用をお願いいたします。

j 合､､ ．
一

群馬県立高崎高等学校
同窓会報

発 行 人:佐藤　和徳

編集委作川端　 穣(54期)

特山　享(58期)

新井重雄(78期)

吉永哲郎(例期) 人木紀元(58期)

熊野卓司(66期)

関根秀仁(82期)

同窓の皆様の多大なるご協力をいただき、会報第４５号が発刊できました。この場をお借りして厚< 御礼申し上げます。

御多忙の中、貴重な原稿やお写真をお寄せくださいまして、まことにありがとうございました。(本部幹事会)

〈維持会費の納入については、なるべ〈 ＡＴＭをご利用下さい〉
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